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井

口

ム
ロ、

マ

夫

門
要
約
】
　
ダ
ク
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
政
治
的
野
心
は
あ
り
、
特
に
終
戦
後
の
擁
立
運
動
で
は
大
統
領
候
補
に
な
る
こ
と
に
関
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、

こ
う
し
た
運
動
を
、
自
身
が
直
面
す
る
軍
事
的
・
政
治
的
課
題
を
後
押
し
す
る
た
め
の
米
国
政
権
に
対
す
る
圧
力
と
し
て
利
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
信
任
が
厚
か
っ
た
ボ
ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
を
中
心
に
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立

運
動
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
文
書
か
ら
判
明
し
た
こ
と
は
、
～
九
三
〇
年
代
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
時
代
）
以
来
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
大
変
信
頼
さ

れ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
、
前
線
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
米
国
内
の
共
和
党
右
派
と
の
重
要
な
パ
イ
プ
役
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ス
下
院
議
員
と
の
盟
友
関
係
か
ら
判
明
し
た
こ
と
は
、
｝
九
四
八
年
の
大
統
領
選
に
む
け
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動

は
、
ド
イ
ツ
敗
戦
直
後
、
つ
ま
り
太
平
洋
戦
争
末
期
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
最
後
に
、
結
論
で
述
べ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
大
統
領
に
な
る
意
欲
を
誇
張
し
て
お
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
の
文
書
は

そ
の
点
を
裏
付
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
二
巻
五
号
　
二
〇
〇
九
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

共
和
党
右
派
の
大
統
領
候
補
の
流
れ
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
C
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
活
動
の
申
心
地
）
、
ロ
バ
ー
ト
・

タ
フ
ト
連
邦
議
会
上
院
議
員
（
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
）
、
パ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
連
邦
議
会
上
院
議
員
（
ア
リ
ゾ
ナ
州
選
出
）
、
ロ
ナ
ル
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ド
・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
（
元
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
）
と
い
う
順
番
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
共
和
党
右
派
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
が
推
進
し
た
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
が
、
大
き
な
中
央
（
連
邦
）
政
府
と
中
央
政
府
の
経
済
と
社
会
へ
の
介
入
を
拡
大
さ
せ
る
と
い
う

観
点
か
ら
反
対
で
、
外
交
政
策
で
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
三
期
目
以
降
推
進
し
た
国
際
政
治
へ
の
対
応
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
支

持
基
盤
を
北
東
部
を
中
心
に
お
く
共
和
党
穏
健
派
と
比
べ
て
、
支
持
基
盤
の
中
心
を
中
西
部
と
西
部
に
置
き
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
米
国
参
戦

後
の
外
交
政
策
に
歩
み
よ
る
共
和
党
穏
健
派
と
対
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
共
和
党
右
派
は
、
タ
フ
ト
が
一
九
五
二
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
者

指
名
争
い
で
共
和
党
穏
健
派
が
擁
立
し
た
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
敗
れ
る
ま
で
の
一
二
年
閤
、
同
党
の
主
導
権
を
え
た
共
和
党
穏
健

派
が
支
持
す
る
ト
ー
マ
ス
・
ド
ゥ
ィ
ー
や
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ウ
ィ
ル
キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
家
へ
の
対
抗
馬
と
し
て
、
カ
リ
ス
マ
性
の
弱
い

タ
フ
ト
を
本
命
と
し
て
支
持
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
九
四
四
年
と
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
共
和
党
右
派
は
、
一
般
有
権
者
の
間

で
も
知
名
度
が
抜
群
で
カ
リ
ス
マ
的
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
軍
人
ダ
ク
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
共
和
党
内
の
妥
協
の
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
運

動
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
で
は
、
共
和
党
右
派
が
本
命
候
補
と
し
て
注
目
し
て
い
た
タ
フ
ト
が
上
院
議
員
の
再
選
を
選
択
し
た
こ
と

が
背
景
に
あ
っ
た
。
共
和
党
右
派
は
、
タ
フ
ト
が
共
和
党
大
統
領
候
補
と
し
て
支
持
し
た
タ
フ
ト
の
地
元
の
州
知
事
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ッ
カ
ー
に

つ
い
て
は
、
タ
フ
ト
以
上
に
大
衆
的
ア
ピ
ー
ル
に
欠
け
た
彼
を
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
支
持
す

る
グ
ル
ー
プ
は
、
～
九
四
〇
年
礼
の
共
和
党
大
会
の
よ
う
に
、
一
位
ト
ー
マ
ス
・
ド
ゥ
イ
ー
、
二
位
タ
フ
ト
、
三
位
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ウ
ィ
ル

キ
ー
と
い
う
初
回
の
大
統
領
候
補
選
定
投
票
結
果
以
降
、
何
圓
も
再
投
票
を
行
っ
た
末
に
三
位
の
ウ
ィ
ル
キ
ー
が
指
名
に
こ
ぎ
つ
け
た
苦
い
思

い
出
が
あ
り
、
一
九
四
〇
年
の
大
会
と
同
様
の
紛
糾
し
た
事
態
を
打
開
で
き
う
る
人
物
と
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
目
を
つ
け
て
い
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
米
開
戦
前
か
ら
、
米
国
世
論
に
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
出
版
社
タ
イ
ム
・
ラ
イ
フ
社
の
創
業
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ス

と
そ
の
妻
ク
レ
ア
の
よ
う
な
共
和
党
穏
健
派
に
も
暢
気
が
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
直
後
、
太
平
洋
戦
線
で
、
米
軍
が
敗
北
と
撤
退
を
す
る
な
か
で
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
指
揮
す
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
コ
レ
ヒ
ド
！
ル
に
お
け
る
三
ヶ
月
以
上
に
わ
た
る
籠
城
戦
に
よ
る
奮
戦
は
、
米
国
民
に
数
少
な

い
希
望
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
米
国
参
戦
後
の
最
初
の
英
雄
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
い
は
、
大
統
領
の
命
令
に
よ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

97　（893）



と
そ
の
側
近
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
脱
出
を
行
い
、
そ
の
後
は
米
比
軍
の
降
伏
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
豪
州
か
ら

の
巻
き
返
し
は
、
米
軍
の
太
平
洋
戦
線
に
お
け
る
巻
き
返
し
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
、
米
国
内
の
マ
ス
コ
ミ
は
盛
ん
に
取
り
上
げ
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
米
国
内
で
根
強
い
人
気
を
保
っ
た
。
パ
タ
ー
ン
と
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
で
の
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
最
中
、
有
力
共
和
党
右
派
の
連
邦
上

院
議
員
（
ミ
シ
ガ
ン
州
選
出
）
ア
ー
サ
ー
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
二
月
上
旬
家
族
宛
の
書
簡
で
、
も
し
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
生
還
し
た
場
合
、

彼
を
一
九
四
四
年
の
大
統
領
選
に
お
け
る
共
和
党
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
見
解
を
示
唆
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
ド
ゥ
イ
ー
や

ウ
ィ
ル
キ
ー
、
特
に
後
者
を
敵
視
し
て
い
た
。

　
戦
時
下
に
お
け
る
軍
人
を
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
政
治
運
動
に
は
先
例
が
あ
っ
た
。
南
北
戦
争
の
さ
な
か
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
再
選
を
阻
止

す
る
た
め
、
リ
ン
カ
ー
ン
に
解
任
さ
れ
た
連
邦
軍
総
司
令
官
ジ
ョ
ー
ジ
・
B
・
マ
ク
リ
ー
ラ
ン
を
一
八
六
四
年
の
民
主
党
大
統
領
候
補
に
擁
立

す
る
動
き
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
場
合
、
戦
後
も
共
和
党
右
派
が
擁
立
運
動
を
継
続
し
た
こ
と
は
特
異
で
あ
る
。
同
派
は
、
一
九
四
八
年
の
共
和
党
大
統
領

候
補
者
指
名
争
い
に
お
い
て
、
彼
ら
が
本
命
候
補
と
し
て
考
え
て
い
た
タ
フ
ト
と
、
共
和
党
穏
健
派
が
支
持
す
る
候
補
と
の
間
で
、
指
名
争
い

が
膠
着
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
担
ぎ
出
す
べ
く
政
治
運
動
を
続
け
て
い
た
。
一
八
八
○
年
生
ま
れ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
当

時
と
し
て
は
大
統
領
候
補
者
に
す
る
に
は
か
な
り
の
高
齢
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
共
和
党
右
派
の
重
鎮
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
に
よ
り

当
時
最
年
少
の
陸
軍
参
謀
総
長
に
抜
擢
さ
れ
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
に
近
か
っ
た
こ
と
が
、
共
和
党
右
派
と
彼
と
の
人
脈
の
原
点
で
あ
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
擁
立
す
る
運
動
の
支
持
基
盤
は
、
共
和
党
右
派
が
人
脈
面
で
密
接
に
関
わ
っ
た
政
治
団
体
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会

（
米
国
の
対
欧
州
戦
争
関
与
を
巡
る
参
戦
前
の
米
国
内
で
交
わ
さ
れ
た
激
論
に
お
け
る
不
介
入
派
を
代
表
す
る
最
大
組
織
）
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
シ
ン

パ
を
中
核
と
し
て
い
た
。
一
九
四
八
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
指
名
争
い
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
が
挫
折
し
て
い
く
な
か
で
、
共
和

党
右
派
は
タ
フ
ト
を
支
持
し
た
。
（
タ
フ
ト
は
、
一
九
四
八
年
の
指
名
争
い
で
も
、
一
九
四
〇
年
の
そ
れ
と
同
様
、
二
位
で
あ
っ
た
）

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
政
治
的
野
心
は
あ
り
、
特
に
終
戦
後
の
擁
立
運
動
で
は
大
統
領
候
補
に
な
る
こ
と
に
関
心
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
う
し

98 （894）
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た
運
動
を
、
自
身
が
直
面
す
る
政
治
的
・
軍
事
的
課
題
を
後
押
し
す
る
た
め
の
米
墨
政
権
に
対
す
る
圧
力
と
し
て
利
用
し
て
い
っ
た
。
共
和
党

と
パ
イ
プ
が
太
く
、
ま
た
、
共
和
党
の
大
統
領
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
指
名
で
参
謀
総
長
に
な
っ
て
い
た
太
平
洋
戦
争
の
英
雄
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
民

主
党
政
権
下
で
は
、
た
だ
で
さ
え
民
主
党
政
権
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
自
分
の
影
響
力
を
確
保
し
、
維
持
す
る
た

め
に
は
、
国
内
政
治
で
民
主
党
政
権
に
対
し
て
彼
を
擁
護
す
る
支
持
基
盤
は
有
用
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
、
一
九
四
四
年
と
四
八
年
の
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
共
和
党
右
派
が
展
開
し
た
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
を
分
析
す
る
。

こ
の
こ
と
を
通
じ
て
当
時
の
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
共
和
党
右
派
の
動
向
の
解
明
を
目
的
と
し
た
。
同
時
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
大
統
領
擁

立
運
動
に
対
す
る
認
識
も
検
証
し
た
。
史
料
と
し
て
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
側
近
ボ
ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
文
書
を
重
視
し
て
い
る
。
フ
ェ

ラ
ー
ズ
と
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ス
下
院
議
員
と
の
盟
友
関
係
か
ら
判
明
し
た
こ
と
は
、
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
に
む
け
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立

運
動
は
、
ド
イ
ツ
敗
戦
直
後
、
つ
ま
り
太
平
洋
戦
争
末
期
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
解
明
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
先
行
研
究
で
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
一
九
四
六
年
後
半
、
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
シ
ャ
ラ
ー
が
一
九
四
七
年
一
〇
月
中
旬
と
指
摘
し
て

　
①い

る
）
最
後
に
、
結
論
で
述
べ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
大
統
領
に
な
る
意
欲
を
誇
張
し
て
お
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド

の
文
書
は
そ
の
点
を
裏
付
け
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
戦
時
中
も
対
日
占
領
期
も
、
米
国
政
府
に
対
す
る
影
響
力
あ
る
い
は
主
導
権
を
確

保
す
る
た
め
、
共
和
党
右
派
に
よ
る
擁
立
運
動
を
有
用
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
大
統
領
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
翻
次
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
一
章
　
戦
前
か
ら
戦
時
中
の
ア
メ
リ
カ
政
治
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

第
一
節
共
和
党
右
派
－
第
二
次
大
戦
参
戦
前
夜
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会

　
大
恐
慌
は
、
共
和
党
を
連
邦
議
会
に
お
け
る
圧
倒
的
少
数
派
に
追
い
や
り
、
同
党
内
で
は
、
一
九
三
二
年
の
大
統
領
選
で
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統

領
が
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
大
敗
を
喫
し
た
あ
と
、
米
国
北
東
部
を
中
心
と
す
る
共
和
党
穏
健
派
が
主
導
権
を
掌
握
し
た
。
共

和
党
穏
健
派
は
、
一
九
三
六
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
指
名
争
い
で
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
ら
共
和
党
右
派
の
反
対
を
抑
え
て
、
カ
ン
ザ
ス

州
知
事
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ラ
ン
ド
ン
の
指
名
獲
得
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
〇
年
秋
、
反
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
で
あ
っ
た
共
和
党
右
派
や
一
部
の
民
主
党
保
守
派
は
、
大
変
不
満
で
あ
り
、
危
…
機
感
を
覚
え
て
い
た

が
、
彼
ら
は
押
さ
れ
る
一
方
で
あ
っ
た
。
一
九
四
か
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
の
選
出
に
あ
た
り
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
C
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
（
大
恐

慌
勃
発
後
経
済
の
歴
史
的
低
迷
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
、
ま
た
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
は
憎
悪
の
絶
交
関
係
に
あ
っ
た
）
を
中
心
と
す
る
、
米
国
中
西
部
や
西

部
に
そ
の
勢
力
の
中
心
を
置
く
共
和
党
右
派
は
、
米
国
北
東
部
を
中
心
に
そ
の
勢
力
を
置
く
共
和
党
穏
健
派
に
政
党
を
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。　

一
九
四
〇
年
＝
月
の
大
統
領
選
で
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
出
身
共
和
党
穏
健
派
の
候
補
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ウ
ィ
ル
キ
ー
を

破
る
と
、
建
国
以
来
の
慣
例
を
破
り
史
上
初
め
て
三
期
目
を
迎
え
た
が
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
そ
の
年
末
に
政
権
が
よ
り
挙
国
一
致
を
目
指

す
べ
く
共
和
党
穏
健
派
の
ヘ
ン
リ
ー
・
L
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
（
フ
…
ヴ
ァ
ー
政
権
時
代
の
国
務
長
官
で
、
対
英
国
経
済
・
軍
事
物
資
支
援
積
極
派
）
を

陸
軍
受
認
と
し
て
入
閤
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
、
「
民
主
主
義
の
兵
器
庫
」
を
目
指
す
べ
く
、
米
国
の
防
衛
力
を
増
強
さ
せ
な
が
ら
、
ド
ー

バ
ー
海
峡
を
は
さ
ん
で
ド
イ
ツ
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
英
国
に
経
済
・
軍
事
物
資
の
援
助
を
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
共
和
党
右
派
の
多
く
は
、
ほ
か
の
反
ロ
！
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
勢
力
と
連
携
し
な
が
ら
、
米
国
の
対
英
国
経
済
・
軍
事
物
資
の
援
助
に
制
約
を
加
え
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る
こ
と
で
、
米
国
が
参
戦
す
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
、
そ
の
最
大
の
山
場
が
、
一
九
四
一
年
二
月
の
対
英
国
武
器
貸
与
法
を
巡
る
議
会

に
お
け
る
審
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
審
議
で
は
、
共
和
党
右
派
の
新
し
い
エ
ー
ス
で
あ
り
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
を
父
親
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
フ
ト
元
大

統
領
と
並
ん
で
敬
愛
す
る
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
の
ロ
バ
ー
ト
・
A
・
タ
フ
ト
上
院
議
員
が
奮
闘
し
、
貸
与
法
の
内
容
に
～
定
の
制
約
を
加
え
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　
フ
ー
ヴ
ァ
ー
や
タ
フ
ト
が
主
張
し
た
対
欧
州
参
戦
回
避
の
考
え
を
よ
く
反
映
さ
せ
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
N
P
O
の
結
社
ア
メ
リ
カ
・
フ

ァ
ー
ス
ト
委
員
会
が
存
在
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
春
以
降
ド
イ
ツ
が
欧
州
で
破
竹
の
勢
い
で
勝
利
し
て
い
く
最
中
、
対
英
国
経
済
・
軍
事
物

資
援
助
を
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
に
働
き
か
け
て
い
き
、
同
政
権
の
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
支
持
し
て
い
っ
た
連
合
国
支
援
委
員
会

（
○
○
同
P
ヨ
一
け
醗
Φ
①
　
瞥
O
目
）
Φ
｛
①
口
篇
け
津
Φ
》
一
一
陣
Φ
ω
）
や
、
単
独
宣
戦
布
告
も
視
野
に
い
れ
た
米
国
外
交
を
主
張
す
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
創
始
者

の
一
人
に
少
な
く
と
も
～
九
三
九
年
二
月
以
来
戦
後
米
国
が
英
国
に
代
わ
っ
て
世
界
を
指
導
す
る
覇
権
国
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
一
九
四
一
年

夏
当
時
経
済
担
当
国
務
次
官
補
佐
と
し
て
対
日
経
済
制
裁
を
決
定
的
に
さ
せ
た
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
が
い
た
）
の
よ
う
な
N
P
O
と
比
べ
て
、
一
九
四

〇
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
は
、
全
国
的
な
組
織
力
、
会
員
数
と
資
金
力
に
お
い
て
こ
れ
ら
団
体
の
ど
れ
を
も

凌
い
で
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
は
、
そ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
お
い
て
、
欧
州
お
よ
び
英
国
の
情
勢
に
懐
疑
的
な
眼
差
し
を
向
け
、

西
半
球
に
お
け
る
専
守
防
衛
を
唱
え
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
支
持
者
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
が
推
進
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル

政
策
を
激
し
く
批
判
し
て
き
た
。
～
方
、
彼
ら
は
反
共
産
主
義
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
第
二
次
大
戦
終
了
後
の
米
国
政
府
が
推
進
し
た
対
ソ

連
・
共
産
主
義
封
じ
込
め
政
策
に
同
意
し
て
ゆ
く
余
地
が
あ
っ
た
。
対
東
ア
ジ
ア
政
策
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
中
国
に
お
け
る
蛮
行
は
非
難
す

る
も
の
の
、
日
本
の
対
米
奇
襲
攻
撃
ま
で
は
極
東
に
お
け
る
日
本
の
覇
権
を
黙
認
し
て
い
た
。
こ
の
様
な
対
日
評
価
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
極
東

に
お
け
る
安
定
勢
力
と
し
て
の
日
本
を
評
価
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
の
覇
権
を
黙
認
し
て
い
た
共
和
党
の
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
の
思
想
的
な
流
れ
を
継
承
し
て
い
た
。
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全
国
的
な
組
織
化
に
成
功
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
支
持
基
盤
の
中
心
は
、
中
西
部
と
大
平
原
の
諸
州
で

あ
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
支
持
勢
力
の
地
域
的
経
済
基
盤
は
、
自
動
車
工
業
や
鉄
鋼
業
と
い
う
よ
り
は
、
農
業
、
鉱
業
、
軽
工
業
、
商
業
が

中
心
で
、
東
海
岸
の
重
化
学
工
業
や
ウ
ォ
ー
ル
街
の
国
際
金
融
と
違
い
、
そ
の
多
く
が
小
規
模
か
つ
田
舎
に
所
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
域

的
・
経
済
的
基
盤
の
特
徴
は
、
第
～
次
世
界
大
戦
へ
の
米
国
の
参
戦
は
、
米
国
社
会
に
経
済
的
・
言
論
的
統
制
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
東
海
岸

を
中
心
と
し
た
国
際
金
融
や
重
化
学
工
業
の
死
の
商
人
た
ち
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
見
解
と
記
憶
を
組
み
合
わ
せ
て
、
次
の
よ
う
な
委

員
会
の
主
張
を
生
ん
だ
。
　
　
米
国
の
対
英
国
援
助
、
ま
し
て
や
米
国
の
参
戦
は
、
第
一
次
大
戦
と
同
様
、
米
国
社
会
の
自
由
、
個
人
主
義
、

こ
う
し
た
価
値
観
を
強
く
信
ず
る
農
村
部
の
人
口
流
出
の
加
速
化
（
工
業
都
市
や
参
戦
の
場
合
戦
地
へ
の
流
出
）
と
な
り
、
米
国
の
建
国
以
来
の
価

値
観
や
米
国
内
陸
部
の
経
済
的
利
益
を
犠
牲
に
す
る
。
同
委
員
会
の
支
持
者
の
経
済
的
世
界
観
は
、
米
国
の
経
済
活
動
は
、
米
国
内
あ
る
い
は

西
半
球
で
自
給
自
足
的
に
行
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
シ
ン
パ
に
は
、
同
委
員
会
の
全
国
委
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
フ
ー
ヴ
ァ
ー
政
権
の
国
務
次
官
）

を
介
し
て
委
員
会
と
連
絡
し
あ
っ
て
い
た
フ
ー
ヴ
ァ
ー
、
タ
フ
ト
の
ほ
か
、
民
主
党
保
守
派
の
連
邦
上
院
議
員
パ
ー
ト
ン
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー
（
モ

ン
タ
ナ
州
選
出
）
、
民
主
党
保
守
派
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
出
身
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ョ
セ
ブ
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、

フ
ォ
ー
ド
自
動
車
の
創
業
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
（
の
ち
に
反
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
動
の
結
果
、
委
員
会
の
名
簿
か
ら
は
除
名
）
、
共
和
党
右
派
を
支

持
し
、
同
音
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
全
米
で
最
大
の
購
読
者
数
を
誇
っ
た
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ユ
ー
ン
紙
の
社
主
ロ
バ
ー
ト
・
R
・
マ
コ
ー

ミ
ッ
ク
大
佐
、
ボ
ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
は
陸
軍
士
官
学
校
（
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
）
と
陸
軍
指
揮
幕
僚
大
学
で
一
期
後
輩
で

親
し
か
っ
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
デ
マ
イ
ヤ
ー
（
軍
歴
は
中
将
ま
で
昇
進
し
、
一
九
四
四
年
置
ら
一
九
四
六
年
ま
で
蒋
介
石
政
権
の
参
謀
長
兼
中
国
方
面

米
軍
司
令
官
を
つ
と
め
た
）
た
ち
が
い
た
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
シ
ン
パ
は
、
フ
ォ
ー
ド
（
一
九
四
七
年
死
去
）
と
ケ
ネ
デ
イ
ー
を
除
き
、
一
九
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
の
タ
フ
ト
を
共
和
党
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
運
動
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
な
お
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
大
佐
は
、
共
和
党
右
派
の
な
か
で
は
最
も
保
守
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
よ
り
は
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一
年
早
く
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
名
門
私
立
学
校
グ
ロ
ト
ン
（
後
餐
に
は
、
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
や
、
ア
チ
ソ
ン
と
並
ん
で
第
二
次
大
戦
期
か
ら

冷
戦
期
民
主
党
の
外
交
を
担
う
鉄
道
王
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
リ
マ
ン
の
息
子
ア
ヴ
ァ
レ
ル
・
ハ
リ
マ
ン
が
い
た
）
に
編
入
学
し
た
先
甕
後
輩
の
関
係
に
あ
っ

た
。
在
学
時
期
が
重
な
る
両
者
は
、
学
校
時
代
は
特
に
交
友
関
係
に
な
く
、
ま
た
、
敵
対
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が

大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
経
済
政
策
と
安
全
保
障
政
策
を
巡
っ
て
両
者
は
激
し
い
敵
対
関
係
に
な
っ
た
。
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
、
対
英
国
支
援
に

一
切
反
対
し
、
ま
た
、
米
国
は
専
守
防
衛
に
徹
す
べ
き
観
点
か
ら
海
軍
の
増
強
を
防
衛
能
力
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
マ

コ
ー
ミ
ッ
ク
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
も
そ
の
前
任
者
の
フ
ー
ヴ
ァ
ー
も
、
政
府
支
出
を
異
常
に
増
や
し
た
と
痛
烈
に
批
判
し
て
お
り
、
両
者
を

酷
評
し
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ユ
ー
ン
紙
は
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
直
前
の
～
九
四
一
年
一
二
月
四
日
に
、
世
論
を
震
憾
さ
せ
た
報
道
を

行
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
統
領
の
命
令
で
海
軍
と
陸
軍
が
極
秘
に
共
同
策
定
し
て
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
に
基
づ
く
対
欧
州
・
地
中
海
方
面
枢
軸

国
作
戦
計
画
を
ス
ッ
パ
ぬ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
は
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
新
聞
社
に
一
時
法
的
措
置
を
と
る
か
を
真
剣
に

検
討
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
作
戦
計
画
を
描
い
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ウ
ィ
デ
マ
イ
ヤ
ー
少
佐
は
、
米
国
の
第
二
次
大
戦
参

戦
に
は
反
対
す
る
個
人
見
解
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
件
で
い
ち
早
く
疑
わ
れ
た
も
の
の
、
調
査
結
果
は
シ
ロ
で
、
米
国
参
戦
後
こ
の

計
画
に
基
づ
い
た
米
国
お
よ
び
連
合
国
軍
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
作
戦
推
進
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
事
件
で
は
、
ト
リ
ビ
ュ
ー

ン
紙
に
こ
の
極
秘
情
報
を
リ
ー
ク
し
た
流
れ
に
ウ
ィ
ー
ラ
ー
上
院
議
員
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
以
外
は
、
誰
が
こ
の
秘
密
文
書
を
リ
ー
ク
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
か
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
と
の
関
係
で
は
、
上
記
の
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
、
タ
フ
ト
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会

シ
ン
パ
は
重
要
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
首
脳
の
な
か
で
、
同
擁
立
運
動
と
の
関
係
で
最
も
重
要
な
人
物
は
、
ロ
バ
ー

ト
・
E
・
ウ
ッ
ド
全
国
委
員
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
よ
り
陸
軍
士
官
学
校
で
三
期
上
で
、
長
年
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
政
治
的

に
も
盟
友
関
係
に
あ
っ
た
。
～
九
二
〇
年
代
に
准
将
で
退
役
後
米
国
の
農
村
部
の
小
さ
な
町
へ
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
か
ら
大
手
小
売
チ
ェ
ー
ン
に

成
長
し
た
、
全
米
で
二
番
目
の
大
都
市
シ
カ
ゴ
市
を
本
社
と
す
る
シ
ア
ー
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
社
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
陸
軍
時
代
に
培
っ
て
き
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た
兵
靖
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
す
る
形
で
同
社
の
事
業
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ま
で
拡
大
さ
せ
た
中
興
の
祖
と
な
り
、
一
九

三
九
年
か
ら
一
九
五
四
年
ま
で
同
社
の
会
長
の
座
に
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
保
守
的
な
有
力
団
体
全
米
製
造
業
者
協
会
（
窯
魯
自
鎮
》
ω
ω
8
土

壁
。
：
｛
ζ
き
昏
。
ε
§
ω
）
の
役
員
で
も
あ
り
、
北
東
部
の
経
済
力
に
反
発
し
て
い
た
共
和
党
員
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
九
三
二
年
の
大
統
領
選

で
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
投
票
し
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
一
期
目
に
導
入
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
、
農
業
支
援
制
度
、
証
券
取
引
制
度
な
ど
多

く
の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
支
持
し
、
彼
の
二
期
目
の
途
中
ま
で
支
持
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
大
統
領
の
最
高
裁
判
所
改
革
案

や
膨
大
な
赤
字
財
政
を
生
ん
だ
経
済
政
策
の
行
き
過
ぎ
が
原
因
と
な
っ
て
被
を
分
か
ち
、
以
後
、
強
烈
な
反
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
論
者
と
な
っ
た
。

ウ
ッ
ド
以
外
に
、
ウ
ッ
ド
を
同
委
員
会
で
補
佐
し
た
元
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
知
事
（
元
進
歩
党
党
首
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
と
ア
イ

オ
ワ
州
の
セ
メ
ン
ト
会
社
社
長
で
元
在
郷
軍
人
会
全
圏
委
員
長
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ク
ニ
ー
ダ
ー
（
の
ち
に
同
委
員
会
副
委
員
長
）
の
ほ
か
、
シ

カ
ゴ
市
の
実
業
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
グ
ネ
リ
ー
（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
全
国
委
員
）
の
息
子
で
出
版
社
社
長
の
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
グ
ネ
リ
ー
、

同
委
員
会
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
委
員
長
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ホ
イ
ト
が
、
の
ち
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
太
平
洋
戦
争
中
、
マ
ク
ニ
ー
ダ
ー
は
准
将
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
指
揮
を
と
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
闘
中
負
傷
し
て
い
る
。
ま
た
、

ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
志
願
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
馳
せ
参
じ
、
彼
の
広
報
担
当
を
日
本
の
敗
戦
直
前
ま
で
つ
と
め
た
。

ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
父
親
は
、
革
新
主
義
時
代
を
象
徴
す
る
連
邦
上
院
議
員
で
、
米
国
の
第
一
次
大
戦
参
戦
に
反
対
し
た
政
治
家
で
も
知
ら
れ
、

兄
の
ロ
バ
ー
ト
は
、
父
親
が
在
任
中
急
逝
し
た
一
九
二
五
年
以
来
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
の
連
邦
上
院
議
員
を
つ
と
め
て
い
た
。
（
ロ
バ
ー
ト

は
、
一
九
三
四
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
共
和
党
か
ら
分
離
し
て
岡
州
で
進
歩
党
を
立
ち
上
げ
る
と
、
弟
が
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
知
事
に
返
り
咲
く
一
方
、
彼
は
進

歩
党
か
ら
上
院
へ
の
再
選
を
…
一
回
は
た
し
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
州
知
事
の
再
選
を
果
た
せ
な
っ
た
一
九
三
八
年
に
同
党
が
急
速
に
弱
体
化
し
一
九
四

六
年
に
辛
党
が
解
散
す
る
な
か
で
、
ロ
バ
ー
ト
は
、
共
和
党
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
同
党
は
、
後
に
赤
狩
り
で
有
名
に
な
っ
た
ジ
ョ
セ

ブ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
を
指
名
し
、
彼
が
上
院
議
員
に
な
っ
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ウ
ッ
ド
た
ち
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
米
国
参
戦
前
、
強
硬
で
は
な
い
に
せ
よ
、
穏
健
な
介
入
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
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共和党右派とダグラス・マッカーサー大統領候補擁立運動（井口）

　
ウ
ッ
ド
も
太
平
洋
戦
争
中
陸
軍
航
空
部
隊
の
兵
靖
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
つ
と
め
、
そ
の
仕
事
の
関
係
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
一
九
四

三
年
五
月
、
一
九
四
四
年
夏
、
一
九
四
五
年
五
月
に
訪
問
し
た
。
も
と
も
と
ウ
ッ
ド
は
、
マ
ク
ニ
ー
ダ
ー
と
同
様
、
戦
闘
参
加
を
希
望
し
て
い

た
。
彼
は
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
、
第
一
次
大
戦
期
の
戦
友
で
あ
り
、
ま
た
、
対
英
国
支
援
論
者
で
も
あ
っ
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
大
手
弁
護

士
事
務
所
共
同
経
営
責
任
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
三
選
目
の
可
能
性
は
高
く
、
そ
の
場
合
、
米
国
政
府
は
、

対
英
国
支
援
を
深
め
、
そ
の
結
果
、
翌
年
の
半
ば
か
ら
九
月
ご
ろ
ま
で
に
、
米
国
は
欧
州
へ
派
兵
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
の
で
あ
っ

た
。
ウ
ッ
ド
は
、
米
国
参
戦
と
な
っ
た
場
合
、
米
国
政
府
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
に
実
戦
部
隊
に
参
加
で
き
る
よ
う
斡
旋
を
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
（
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
は
、
一
九
　
西
岸
か
ら
五
年
間
共
和
党
政
権
の
司
法
省
検
察
次
長
を
つ
と
め
た
。
一
九
四
一
年
秋
よ
り
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
法
科
大
学
院
時
代
以
来
の
友
人
で
あ
っ
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
要
請
で
、
米
国
政
府
が
始
め
た
諜
報
機
関
情
報
調
整
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
し
、

同
委
員
会
が
戦
略
情
報
局
に
発
展
す
る
と
同
局
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
）

第
二
節
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
擁
立
運
動
で
、
前
線
に
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
米
国
内
共
和
党
右
派
と
の
主
要
な
連
絡
係
を
担
当
し
た
の
が
ボ

ナ
ー
・
フ
ェ
ラ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
～
入
九
六
年
二
月
七
日
、
イ
リ
ノ
イ
州
リ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ム
の
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
家
に
生

ま
れ
た
。
一
九
一
四
年
五
月
、
リ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ム
の
高
校
を
卒
業
後
、
同
年
九
月
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
ア
ー
ラ
ム
大
学
に
入
学

し
た
。
こ
の
大
学
は
、
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
子
弟
が
行
く
大
学
で
あ
っ
た
。
二
年
後
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
リ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ム
を
選
挙
区
と
す
る
米

国
有
力
下
院
議
員
ジ
ョ
セ
ブ
・
キ
ャ
ノ
ン
の
推
薦
で
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
学
校
を
一
九
一
八
年
六
月
に
卒
業
す
る
と
、

陸
軍
中
尉
の
任
官
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
九
二
〇
年
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
ウ
ェ
ス
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
陸
軍
砲
術
学
校
を
卒
業

し
、
さ
ら
に
一
九
一
一
一
年
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
化
学
戦
術
学
校
を
卒
業
し
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
勤
務
と
な
っ
た
。
同
地
勤
務
中

の
一
九
二
二
年
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
新
妻
が
主
催
す
る
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
当
時
つ
か
え
て
い
た
上
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官
の
副
官
と
し
て
出
席
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
記
憶
す
る
由
も
な
か
っ
た
が
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
こ
の
ハ
ン
サ
ム

な
先
輩
が
大
変
印
象
深
か
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
九
二
三
年
、
人
事
異
動
で
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
か
ら
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
へ
赴
任
し
、
マ
ー

ク
・
ハ
ー
ン
大
将
の
副
官
を
つ
と
め
た
。
こ
の
勤
務
が
終
わ
る
と
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
陸
軍
士
宮
学
校
で
数
学
と
英
文
学
を
教

え
た
の
で
あ
っ
た
。
～
九
二
九
年
号
ら
一
九
三
一
年
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
再
び
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
勤
務
と
な
っ
た
。
帰
国
後
、
一
九
三
一
年
か
ら
二

年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
防
衛
の
任
官
と
な
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
知
り
合
え
た
の
は
一
九
三
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ェ

ラ
ー
ズ
は
、
皿
九
三
三
年
か
ら
｛
九
三
四
年
ま
で
の
二
年
間
カ
ン
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
・
レ
ヴ
ェ
ン
ウ
ォ
ー
ス
陸
軍
指
揮
幕
僚
大
学
で
過
ご
し
た
。

同
校
で
は
、
日
米
戦
争
前
か
ら
対
日
占
領
期
ま
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
G
2
（
諜
報
局
）
の
ト
ッ
プ
を
つ
と
め
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
の

授
業
の
受
講
生
で
あ
っ
た
。
同
校
を
卒
業
後
一
九
三
五
年
ま
で
の
一
年
間
エ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
化
学
戦
術
大
学
で
勉
強
し
、
同
校
を
卒
業
し
た
の

で
あ
っ
た
。
卒
業
後
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
行
き
と
な
っ
た
。
現
地
に
赴
任
す
る
と
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
～
九
三
五
年
に
陸
軍
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

謀
総
長
を
辞
め
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
軍
事
顧
問
団
の
団
長
と
な
っ
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
国
防
軍
創
設
計
画
の
策
定
に
深
く
関
与
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
は
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
当
時
彼
の
側
近
で
あ
っ
た
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
フ
ェ
ラ
ー

ズ
対
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
い
う
、
彼
ら
の
生
涯
に
わ
た
る
対
立
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
自
分
の
考
え
に
完
全
に
同
調
す
る
イ
エ
ス
マ
ン
を
好
む
傾
向
が
あ
る
と
、
自
身
の
日
記
で
激
し
く
非

難
し
た
。
彼
の
こ
う
し
た
不
満
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
り
ケ
ソ
ン
大
統
領
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
連
絡
係
を
一
九
三
六
年
秋
以
来
つ
と
め
て
い

た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「
ブ
ー
ツ
な
め
の
名
人
」
と
形
容
し
、
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

楡
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
イ
エ
ス
マ
ン
の
典
型
と
し
て
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
考
え
て
い
た
。

　
一
九
三
七
年
一
〇
月
八
日
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
日
記
は
い
つ
も
の
よ
り
比
べ
て
長
く
、
そ
の
日
の
「
事
件
」
と
そ
れ
に
対
す
る
感
想
が
赤

裸
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
日
の
晩
、
ケ
ソ
ン
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
呼
び
出
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
軍
事
顧
問
団
に
な
っ
た
時
点
で
ケ
ソ
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ン
に
約
束
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
陸
軍
創
設
に
関
す
る
国
防
計
画
予
算
案
の
規
模
に
つ
い
て
当
初
の
想
定
金
額
を
は
る
か
に
上
回
る
額
と
な

っ
た
理
由
の
説
明
を
求
め
た
。
ケ
ソ
ン
と
し
て
は
、
予
告
な
し
の
国
防
予
算
増
額
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
増
額
を
議
会
に
ど
う
説
明
す
べ
き
か

困
惑
し
て
い
る
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
よ
う
な
「
変
更
」
に
つ
い
て
何
ら
部
下
よ
り
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
ケ
ソ
ン

に
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
定
期
的
な
ケ
ソ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
を
希
望
し
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
彼
の
同
僚
オ
ー
ド
の
懇
請
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
頃
国
防
計
画
予
算
案
に
つ
い
て
両
者
へ
丸
投
げ
し
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
自
分
の
了
解
な
く
国
防
予
算
案
の
「
変
更
」
を

行
っ
た
と
み
な
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
オ
ー
ド
、
T
・
J
・
デ
ー
ビ
ス
を
激
し
く
叱
責
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

ケ
ソ
ン
に
二
年
前
約
束
し
た
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
陸
軍
創
設
に
は
、
当
初
予
想
し
て
い
た
金
額
を
上
回
る
こ
と
を
、
一
九
三
六
年
六
月
以
来
覚
書
な

ど
で
伝
え
て
い
た
事
を
、
激
し
く
叱
責
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
よ
う
な
予
算

案
の
増
額
は
、
部
下
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
ら
が
聞
い
た
こ
と
も
な
い
国
防
予
算
案
（
詳
細
は
不
明
）
に
つ
い

て
話
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
た
ち
に
、
も
し
も
彼
の
判
断
に
不
満
で
あ
る
な
ら
ば
辞
任
す
る
よ
う
た
た

み
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
こ
の
日
の
出
来
事
に
よ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
ほ
ぼ
愛
想
を
つ
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
す
れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
、
自
分
の
上
司
、
部
下
と
お
そ
ら
く
自
分
自
身
に
も
嘘
を
つ
き
、
高
給
・
地
位
・
マ
ニ
ラ
ホ
テ
ル
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
自
宅
の
既
得
権
益
を

守
る
た
め
に
「
正
直
、
率
直
さ
、
責
任
感
」
を
喪
失
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
中
心
に
ま
わ
り
、
そ
の
傲

慢
さ
は
、
ケ
ソ
ン
と
意
見
が
対
立
し
て
大
統
領
と
別
れ
た
さ
い
、
彼
を
「
あ
の
高
慢
な
猿
」
と
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
郷
署
し
た
り
、
米
国
陸
軍

関
係
者
を
誹
読
中
傷
し
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
物
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
に
呼
ば
れ
た
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
が
、
副
大
統
領
候
補
に
抜
擢
す
る
相
談
に
違
い
な
い
と
妄
想
し
て
い
た
頃
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
ほ
ど
、
彼
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
新
聞
・
雑
誌
記
事
で
い
ち
い
ち
一
喜
一
憂
す
る
人
物
は
い
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
人
物
は
い
な
い
と
思
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
自
分
自
身
怒
り
が
お
さ
ま
ら
な
い
状
況
で
は
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
と
思
い
、
と
り
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あ
え
ず
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
こ
こ
数
日
の
う
ち
に
決
め
る
1
退
役
を
す
る
か
否
か
の
判
断
を
見
極
め
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
陸
軍
創
設
に
目
処
が
つ
く
ま
で
は
マ
ニ
ラ
に
と
ど
ま
る
所
存
で
は
あ
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
マ
ニ
ラ
に
と
ど
ま

り
、
ま
た
、
そ
の
傍
若
無
人
な
振
舞
い
を
続
け
る
な
ら
ば
早
目
に
帰
国
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
意
向
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
事
件
」
の
一
部
始
終
を
見
て
い
た
の
が
、
ケ
ソ
ン
へ
の
連
絡
係
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
臨
席
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
で

あ
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
同
席
し
て
い
る
こ
と
を
う
っ
と
う
し
く
思
い
、
「
イ
エ
ス
マ
ン
」
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
対
す
る
嫌
悪
感

を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
日
記
の
原
本
で
は
、
一
〇
月
八
日
目
出
来
事
を
記
述
し
た
さ
い
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治

的
野
心
と
エ
ゴ
が
そ
の
判
断
力
を
破
壊
し
、
そ
の
結
果
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
よ
う
な
無
批
判
的
に
彼
を
崇
拝
す
る
人
物
を
周
囲
に
固
め
る
結
果
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
ら
し
て
い
る
と
分
析
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
一
九
三
八
年
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
を
去
り
、
陸
軍
大
学
に
入
学
し
た
。
陸
軍
大
学
卒
業
後
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
一
九
四
〇
年
夏
の

人
事
異
動
で
カ
イ
ロ
に
赴
任
す
る
ま
で
の
問
母
校
ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
で
英
語
の
講
師
（
㌧
r
ω
ω
一
ω
肯
鋤
P
一
同
∪
同
O
｛
Φ
し
o
o
o
O
同
）
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
そ

の
副
業
は
政
治
活
動
と
も
い
え
た
。
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
時
期
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
政
治
活
動
に
も
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。
彼
は
、

一
方
に
お
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
テ
ネ
シ
ー
州
選
出
の
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ス
下
院
議
員

（
○
霞
。
　
は
男
性
）
と
の
交
流
を
重
視
す
る
一
方
、
共
和
党
右
派
の
巨
頭
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
に
接
近
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
三
節

共
和
党
右
派
重
鎮
ハ
ー
バ
ー
ト
・
C
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
、

　
共
和
党
右
派
の
連
邦
議
員
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ス
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
問
も
な
い
時
期
か
ら
人
脈
開
拓
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
一
人
、
連
邦
議
会
下
院
軍
事
委
員
会
委
員

キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ス
下
院
議
員
と
の
交
友
関
係
は
、
両
者
の
生
涯
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
二
四
年
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
あ
る
法
案
に
つ
い

て
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
さ
い
、
彼
は
テ
ネ
シ
ー
州
ジ
ョ
ン
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー
を
地
盤
と
す
る
リ
ー
ス
下
院
議
員
に
近
づ
い
た
の
で
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あ
っ
た
。
同
市
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
祖
先
の
出
身
地
で
、
当
時
彼
の
親
戚
が
市
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
リ
ー
ス
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
問
に
は
友
情

が
芽
生
え
た
。
ち
な
み
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
親
類
の
可
能
性
が
あ
る
グ
ェ
ン
・
寺
崎
（
日
本
の
敗
戦
後
天
皇
の
通
訳
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
め
た
外
交
官
寺
崎
英
成
の
妻
）
の
出
身
地
で
も
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
直
後
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
リ
ー
ス
は
国
際
情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
リ
ー
ス
は
、
フ
ェ
ラ
イ
ズ
の
見

方
、
す
な
わ
ち
、
政
権
が
欧
州
へ
の
輸
出
を
行
え
る
よ
う
に
中
立
法
を
修
正
し
た
こ
と
は
、
米
国
を
参
戦
の
方
向
へ
精
神
的
に
慣
ら
せ
る
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
全
く
同
感
で
あ
っ
た
。

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
リ
ー
ス
に
披
露
し
た
こ
の
見
解
は
、
そ
れ
よ
り
数
日
早
く
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
へ
接
近
す
る
話
題
と
し
て
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の

フ
ー
ヴ
ァ
ー
宛
の
書
簡
で
も
披
露
さ
れ
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
政
治
活
動
で
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
り
重
要
な
影
響
を
与
え
た
の
が
フ
ー
ヴ

ァ
⊥
兀
大
統
領
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
一
九
三
九
年
九
月
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
宛
の
書
簡
で
、
米
国
の
欧
州
大
戦
へ
の
介
入
を
避
け
る
た
め
、

不
介
入
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
A
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
大
佐
（
一
九
四
〇
下
手
に
結
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
）
を
担
ぎ
だ
し
、
ま
た
、
～
九
四
〇
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
、
同
党
副
大
統

領
候
補
と
し
て
リ
ン
ド
バ
ー
グ
を
擁
立
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
全
く
同
感
で
あ
る
と
返
信
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
（
後
妻
）
を
通
じ
て
リ
ン
ド
バ
ー
グ
と
の
接
点
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
二

九
年
父
親
と
と
も
に
行
っ
た
欧
州
旅
行
か
ら
の
帰
路
、
船
内
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
と
そ
の
母
親
と
親
し
く
な
っ
た
。
リ
ン
ド
バ
ー

グ
親
子
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
結
婚
前
の
最
後
の
親
子
旅
行
を
行
っ
て
い
た
。

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
最
近
書
い
た
書
簡
を
同
封
し
、
同
書
簡
で
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
有
能
で
あ
る
が
故
彼
を
恐
れ
て
い
る
と
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
フ
ー
ヴ
ァ
ー
に
対
し
て
、
不
介
入
運
動
や
共
和
党
の
政
治
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

動
に
水
面
下
で
喜
ん
で
参
加
す
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
九
四
〇
年
、
カ
イ
ロ
へ
出
発
前
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
少
佐
は
、
共
和
党
の
動
向
に
多
大
な
関
心
を
持
ち
、
リ
ー
ス
下
院
議
員
に
依
頼
し
て
共
和

党
の
大
統
領
候
補
者
選
定
の
大
会
に
出
席
し
た
の
で
あ
っ
た
。
出
席
す
る
に
あ
た
り
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
リ
ー
ス
に
、
大
会
で
、
ま
た
党
綱
領
に

お
い
て
共
和
党
大
統
領
候
補
者
が
政
権
は
わ
が
国
を
戦
争
に
導
い
て
い
る
と
批
判
す
る
と
同
時
に
、
国
防
強
化
を
唱
え
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で

あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
＝
月
ま
で
こ
う
し
た
政
策
推
進
を
待
つ
よ
う
で
は
選
挙
戦
敗
北
と
参
戦
と
な
ろ
う
と
予
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

リ
ー
ス
も
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
見
解
に
同
感
で
あ
っ
た
。

第
四
節
　
戦
時
中
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
擁
立
運
動

　
一
九
四
二
年
夏
に
カ
イ
ロ
か
ら
帰
国
し
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
陸
軍
士
官
学
校
同
期
の
な
か
で
比
較
的
早
く
准
将
に
昇
進
し
た
。
そ
し
て
約
八

ヶ
月
で
一
九
四
一
年
以
来
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
戦
略
情
報
局
（
○
感
。
Φ
・
｛
ω
け
韓
Φ
σ
q
冒
ω
震
く
幕
ρ
O
S
S
）
長
の
下
で
の
勤
務
を

終
え
、
豪
州
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。
出
発
前
に
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の

最
有
力
者
ウ
ッ
ド
と
同
委
員
会
の
最
大
有
力
支
援
者
の
一
人
で
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
社
主
の
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
大
佐
に
会
っ
た
。

　
ウ
ッ
ド
は
、
米
国
陸
軍
航
空
部
隊
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
で
、
豪
州
を
五
月
に
視
察
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
大
統
領
候
補
と
な
る
こ
と

を
口
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
黙
認
の
も
と
、
帰
国
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
擁
立
運
動
を
ヴ
ァ
ン
デ
ン

バ
ー
グ
と
と
も
に
推
進
し
た
。

　
一
九
四
二
年
の
中
間
選
挙
で
、
共
和
党
は
下
院
で
四
七
議
席
、
上
院
で
一
〇
議
席
、
議
席
を
増
や
し
た
。
ま
た
、
知
事
選
の
結
果
は
、
二
六

州
が
共
和
党
の
知
事
誕
生
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
連
邦
議
会
で
は
、
一
九
三
八
年
に
結
成
さ
れ
た
共
和
党
と
南
部
民
主
党
の
政
治

的
協
力
関
係
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
大
統
領
の
軍
事
・
外
交
政
策
を
警
戒
し
な
が
ら
も
支
持
す
る
姿
勢
を
示
す
一
方
、
ニ

ュ
ー
・
デ
イ
ー
ル
政
策
が
も
た
ら
し
た
国
内
政
策
を
破
壊
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ッ
ド
は
、
一
九
四
二
年
年
末
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
広
報
担
当
官
に
就
任
し
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
有
能
な
政
治
顧
問
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と
し
て
働
く
こ
と
に
期
待
す
る
と
う
フ
ォ
レ
ッ
ト
に
伝
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ウ
ッ
ド
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
大
統
領

候
補
に
擁
立
す
る
こ
と
を
考
え
始
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
に
も
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
水
面
下
で
は
、

主
に
イ
リ
ノ
イ
州
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
民
間
団
体
の
結
成
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ
ッ
ド
と
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
う
し
た
民
間
団
体
が
派
手
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
を
行
う
こ
と
を
警
戒
す
る
一
方
、
こ
の
二
人
は

一
九
四
二
年
四
月
以
前
か
ら
密
か
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
静
か
に
政
治
運
動
を
開
始
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
察
知
し
て
か
、
一
九
四
三
年
四
月
上
旬
、
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
は
、
昔
か
ら
存
在
し
て
い
た
軍
人
の
選
挙
立
候
補
禁

止
令
を
発
表
し
た
。
そ
の
直
後
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
の
こ
と
を
公
に
批
判
し
た
一
方
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
一
九
四
三
年
四
月
、
ヴ

ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
上
院
議
員
に
書
簡
を
送
り
、
大
統
領
候
補
に
な
る
関
心
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
今
後
の
指
導
と
鞭
燵
を
仰
い
だ
が
、
こ
の
書

簡
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
六
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
も
と
で
諜
報
担
当
責
任
者
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
が
訪
米
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

際
、
彼
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
大
統
領
選
関
係
の
連
絡
係
に
な
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
三
年
八
月
の
段
階
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
擁
立
運
動
の
中
核
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
上
院
議
員
、
ウ
ッ
ド
、
新
聞
王
マ

コ
！
ミ
ッ
ク
、
新
聞
王
ロ
イ
・
ハ
ワ
ー
ド
、
新
聞
王
フ
ラ
ン
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
、
元
共
和
党
全
国
委
員
長
ジ
ョ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
ロ
サ
ン
ジ

ェ
ル
ズ
・
タ
イ
ム
ズ
薪
聞
記
者
カ
イ
ル
・
パ
ー
マ
ー
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
共
和
党
有
力
者
で
大
富
豪
（
石
油
王
）
の
ジ
ョ
ー
セ
ブ
・
N
・

ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
特
に
重
要
な
メ
ン
バ
ー
が
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
、
ウ
ッ
ド
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン

バ
ー
グ
、
パ
ー
マ
ー
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
除
い
て
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
こ
の
中
核
メ
ン
バ
ー
と
深
く
関
わ
る
の

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
メ
ン
バ
ー
や
ほ
か
の
共
和
党
右
派
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
呼
び
か
け
で
九
月
に
ミ
シ
ガ
ン
州
の
マ
キ
ナ
ウ
で
開
催
さ
れ
た
共
和
党

の
会
議
に
出
席
し
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
一
九
四
四
年
の
大
統
領
選
挙
と
戦
後
を
見
据
え
て
、
共
和
党
内
の
右
派
と
穏
健
派
（
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
外
交
に
同
調
す
る
国
際
派
）
と
の
融
和
を
図
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
を
は
じ
め
と
す
る
共
和
党
指
導
者
た
ち
は
、
戦
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時
下
の
大
統
領
に
勝
利
す
る
の
は
殆
ど
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
外
交
政
策
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

政
権
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
多
国
間
の
枠
組
み
の
下
で
の
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
米
国
の
指
導
力
発
揮
に
あ
る
程
度
同
調
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
、
同
党
の
孤
立
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
、
政
権
担
当
能
力
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
ょ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
会
議
に
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
敵
視
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
キ
ー
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
セ
ン
の
よ
う
な
党
内
で
最
も
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政

権
寄
り
の
政
治
家
や
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ナ
イ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ポ
ー
ラ
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
フ
ィ
シ
ュ
の
よ
う
な
党
内
で
も
っ
と
も
反
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
政
権
の
政
治
家
は
欠
席
し
て
い
た
。
会
議
に
は
、
タ
フ
ト
、
ド
ゥ
イ
ー
、
共
和
党
州
知
事
、
共
和
党
全
国
委
員
長
ら
四
三
名
の
有
力
な

共
和
党
政
治
家
が
会
議
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
タ
フ
ト
は
こ
の
会
議
の
共
同
議
長
を
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
と
と
も
に
つ
と
め
た
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
大
変
仲
が
悪
か
っ
た
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
会
議
に
出
席
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
会
議
前
か
ら
策
定
し
て

い
た
国
内
と
外
交
政
策
の
綱
領
案
の
と
り
ま
と
め
に
水
面
下
で
関
与
し
て
い
た
。

　
共
和
党
右
派
は
、
会
議
に
出
席
し
、
暫
定
綱
領
案
を
支
持
し
た
も
の
の
、
こ
の
会
議
で
作
成
さ
れ
た
党
の
暫
定
的
綱
領
が
、
①
大
統
領
が
推

進
す
る
戦
後
国
際
秩
序
維
持
の
た
め
国
際
組
織
の
立
ち
上
げ
を
推
進
す
る
こ
と
に
同
調
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
②
こ
の
会
議
中
共
和
党
右
派

が
敵
視
す
る
同
党
国
際
派
ウ
イ
ル
キ
ー
の
国
際
派
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
ド
ゥ
イ
ー
が
、
会
議
の
開
会
時
に
、
恒
久
的
な
英
国
と
の
同
盟
関
係
を

成
立
さ
せ
た
後
に
中
ソ
と
の
同
盟
関
係
も
成
立
さ
せ
る
戦
後
構
想
を
支
持
し
た
こ
と
に
反
発
し
て
い
た
。
（
②
は
暫
定
網
領
に
挿
入
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
の
社
説
で
マ
コ
ト
ミ
ッ
ク
は
、
ド
ゥ
イ
ー
を
痛
列
に
批
判
し
た
。
①
は
、
～
九
四
四
年
の
共
和
党
大
会
で
党
の
政
策
綱
領
に

挿
入
さ
れ
た
）
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
は
、
こ
う
し
た
同
盟
関
係
を
戦
後
推
進
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
を
当
時
持
っ
て
い
た
。

　
フ
ェ
ラ
イ
ズ
は
、
こ
の
共
和
党
右
派
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
九
月
七
日
付
の
覚
書
で
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
、
米
国
は

戦
後
も
英
国
と
の
関
係
を
友
好
に
保
つ
必
要
性
は
説
い
た
が
、
米
墨
同
盟
関
係
は
、
む
し
ろ
平
和
の
維
持
で
は
な
く
、
次
の
戦
争
の
要
因
と
な

る
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
ド
ゥ
イ
ー
の
よ
う
な
影
響
同
盟
論
者
は
米
国
の
国
益
を
損
な
う
と
批
判
し
、
米
国
は
、
戦
後
も

軍
事
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
同
盟
関
係
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
行
動
を
保
て
る
状
況
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
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ラ
ー
ズ
は
、
ド
ゥ
イ
ー
が
共
和
党
大
統
領
候
補
と
な
っ
た
場
合
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
負
け
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
が
、
戦
時
中
の
大
統
領
選

挙
で
野
党
の
候
補
者
が
再
選
を
目
指
す
大
統
領
に
勝
利
す
る
の
は
絶
望
的
で
あ
る
と
い
う
空
気
が
共
和
党
内
に
充
満
し
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ

は
、
現
在
の
共
和
党
に
は
と
も
か
く
強
い
指
導
者
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
心
を
く
す
ぐ
る
こ
と
を

念
頭
に
置
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
持
論
で
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
グ
ル
ー
プ
は
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
八
月
に
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
に
知
ら
せ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
運
動
を
静
か
に
進

め
る
こ
と
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
面
目
を
失
う
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
一
九
四
四
年
夏
の
共
和
党
大
会
で
勝
負
に
出
る
戦
略
を
と
っ
て
い
た
。
彼

ら
は
、
共
和
党
内
の
候
補
者
選
び
が
ウ
ィ
ル
キ
ー
と
ド
ゥ
イ
ー
の
競
争
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
共
和
党
大
会
で
大
統
領
候
補
に
指
名
さ
れ
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
こ
の
両
者
の
勢
力
が
大
会
で
拮
抗
し
て
紛
糾
し
た
場
合
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
妥
協
の
候
補
と
し
て
担
ぎ
出
す
以
外
方
法
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
中
西
部
、
特

に
農
村
地
帯
に
多
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
世
論
調
査
で
は
、
国
民
全
体
と
し
て
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
大
統
領
候
補
と
し
て
関
心
を
示
す
程

度
は
そ
こ
そ
こ
し
が
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年
初
頭
の
世
論
調
査
で
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
ウ
ィ
ル
キ
ー
、
ド
ゥ
イ
ー
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
い
ず
れ
に
対
し
て
も
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
。

　
｝
九
四
三
年
九
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
世
論
調
査
も
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
対
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
大
統
領
選
が
現
時
点
で
行
わ
れ
た
場
合
、
前
者

が
五
六
％
、
後
者
が
四
四
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
側
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
的
野
心
と
そ
の
国
内
政
治
・
国

内
世
論
へ
の
影
響
力
を
警
戒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
九
月
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
米
英
首
脳
会
談
で
次
の
点
が
確
認
さ
れ
た
。
①
対
仏
上
陸
作
戦

（
○
〈
巴
。
色
が
イ
タ
リ
ア
上
陸
作
戦
よ
り
優
先
順
位
の
高
い
作
戦
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
、
②
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
方
面
で
は
、
太
平
洋
艦
隊

の
中
央
太
平
洋
作
戦
を
重
視
す
る
、
③
英
国
の
ル
イ
ス
・
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
を
総
司
令
官
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
方
面
軍
を
創
設
す
る
、
④
新

し
く
実
戦
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
B
2
9
長
距
離
爆
撃
機
を
マ
リ
ア
ナ
諸
島
と
中
国
で
建
設
さ
れ
る
飛
行
場
へ
配
備
し
て
日
本
の
本
土
を

爆
撃
す
る
。
こ
の
会
談
結
果
を
知
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
九
月
下
旬
記
者
会
見
を
行
い
、
南
西
方
面
軍
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
非
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難
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
言
は
そ
れ
以
前
か
ら
根
強
く
存
在
し
て
い
た
連
邦
議
会
内
、
マ
ス
コ
ミ
、
世
論
で
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
支
援
論
を

再
び
勢
い
づ
か
せ
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
上
院
議
員
を
喜
ば
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
支
援
論
の
盛
り
上
が
り
は
、
英
米

問
の
対
質
上
陸
作
戦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
方
面
に
関
す
る
英
国
や
中
国
と
の
調
整
、
対
欧
州
戦
を
巡
る
米
ソ
の
調
整
に
微
妙
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
に
加
え
て
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
当
初
検
討
し
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
ル
を
掛
仏
上
陸
作
戦
の
連
合
軍
総
司
令
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わ
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司
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分
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た
。
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る
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．
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第
二
章
　
終
戦
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
の
復
活

第
一
節
　
水
欄
下
で
続
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
擁
立
運
動

終
戦
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
共
和
党
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
運
動
は
、
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
に
彼
を
候
補
と
し
て
再
び
担
ぎ
出
す
可

能
性
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
降
伏
後
に
あ
た
る
一
九
四
五
年
六
月
三
〇
日
、
リ
ー
ス
下
院
議
員
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
共
和
党
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

統
領
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
運
動
を
一
九
四
六
年
の
中
間
選
挙
後
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
強
い
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。



共和党右派とダグラス・マッカーサー大統領候補擁立運動（井口）

　
そ
し
て
、
九
月
二
〇
日
、
リ
ー
ス
は
、
降
伏
文
書
調
印
式
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
演
説
は
米
国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
高
く
評
価
し
て
い

る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
次
の
四
点
を
強
調
し
た
。
①
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
兵
力
削
減
に
関
す
る
発
言
は
事
実
を
伝
え
る
意
図
で
あ
り
、
政
治
的

発
雷
で
な
く
、
米
国
民
と
議
会
は
こ
の
発
言
に
好
感
を
持
っ
て
い
る
、
②
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
一
時
帰
国
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
米
国
議
会
が
開
催

中
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
議
会
は
彼
が
議
会
で
演
説
を
行
え
る
よ
う
準
備
が
で
き
る
（
一
〇
月
一
〇
日
に
議
会
は
両
院
合

同
の
場
で
こ
の
演
説
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
要
望
し
て
い
る
）
、
③
対
日
占
領
が
始
ま
っ
た
当
初
、
米
国
内
で
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日

本
に
対
し
て
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
存
在
し
て
い
た
が
、
占
領
軍
が
日
本
の
非
軍
事
化
を
効
果
的
に
進
め
る
な
か
で
こ
う
し
た
批

判
も
下
火
に
な
り
、
ま
た
、
最
近
の
戦
犯
容
疑
者
の
逮
捕
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
迅
速
な
対
日
占
領
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
米
国
内
で
好
印
象

を
与
え
て
い
る
、
④
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
反
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
と
国
益
重
視
の
米
国
外
交
を
推
進
で
き
る
ホ
ー
プ
で
あ
り
、
米
国
民
の
間
に

根
強
い
人
気
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
面
下
で
～
九
四
八
年
の
大
統
領
候
補
擁
立
運
動
を
準
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
リ
ー
ス
の
書
簡
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
九
月
一
七
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
戦
時
中
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
一
時
帰
国
を
要
講
し

た
直
後
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
こ
の
要
請
と
一
〇
月
一
九
日
の
大
統
領
の
同
様
の
要
請
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る

任
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
た
め
に
一
時
帰
国
が
で
き
な
い
旨
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
日
占
領
用
の
米
軍
兵
力
削
減
に
つ
い
て
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
九
月
一
七
日
に
、
現
在
の
非
軍
事
化
な
ど
の
対
日
占
領
政
策
が
間
接
統
治
を
通
じ
て
円
滑
に
進
め
ば
二
〇
万
人
ま
で
劇
減
で

き
る
と
公
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
言
は
、
ド
イ
ツ
の
降
伏
以
降
米
国
内
で
急
速
に
強
ま
っ
て
い
た
三
兵
の
帰
還
を
要
望
す
る
社
会
的
圧

力
に
拍
車
を
か
け
、
国
務
次
官
ア
チ
ソ
ン
な
ど
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
政
治
問
題
に
ロ
出
し
し
た
と
い
う
批
判
を
招
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
発
言
を
行
う
に
あ
た
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
が
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
託
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
の
九

月
四
日
付
の
書
簡
を
読
ん
で
い
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
国
内
に
お
け
る
平
時
体
制
へ
た
だ
ち
に
移
行
す
る
社
会
的
・
政
治
的
圧
力
に
注
意
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
忠
告
を
し
て
い
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
も
し
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
対
日
占
領
に
兵
力
増
強
を
要
望
し
た
場
合
、
そ
れ
は
彼
の
失

脚
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
状
況
と
な
り
、
む
し
ろ
日
本
の
非
軍
事
化
後
の
対
日
占
領
政
策
用
の
兵
力
の
規
模
は
二
〇
万
人
か
ら
三
〇
万
人
で
す
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む
の
で
は
な
い
か
と
助
言
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
指
揮
し
て
い
る
ド
イ
ツ
占
領
地
域
の
兵
力
は
二
〇
万
人

未
満
で
十
分
で
は
な
い
の
か
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
述
べ
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
対
し
て
は
対
日
占
領
は
、
比
較
的
小
規
模
な
陸
軍
、
機
動
的
で
効
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
な
海
軍
と
空
軍
の
投
入
で
済
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
助
言
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
八
月
下
旬
の
時
点
で
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
近
い
将
来
帰
国

し
た
い
意
向
を
リ
ー
ス
に
述
べ
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
的
野
心
を
満
た
す
た
め
の
画
策
を
米
国
内
で
行
う
仕
事
を
探

　
　
　
　
③

し
は
じ
め
た
。

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
リ
ー
ス
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
占
領
当
初
連
合
国
軍
の
捕
虜
や
抑
留
民
の
解
放
を
混
乱
な
く
行
う
必
要
が
あ
り
、
米
軍
が

日
本
軍
を
圧
倒
で
き
る
だ
け
の
兵
力
を
日
本
に
上
陸
さ
せ
る
ま
で
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
対
応
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
元
帥
を
弁
護
し
た
。
ま

た
、
米
国
の
マ
ス
コ
ミ
が
早
く
東
京
に
乗
り
込
め
な
か
っ
た
の
は
、
東
京
内
外
の
治
安
の
確
保
に
や
や
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
指

摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
事
態
が
、
米
国
の
マ
ス
コ
ミ
の
一
部
に
元
帥
が
日
本
に
甘
い
対
応
を
し
て
い
る
と
批
判
す
る
に
至

っ
た
こ
と
は
的
外
れ
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
間
接
統
治
に
よ
る
占
領
が
う
ま
く
い
っ
た
場
合
六
ヶ
月
以
内
に
二
〇
万
人
ま

で
削
減
で
き
る
と
い
う
元
帥
の
公
言
は
、
間
接
統
治
を
選
択
し
た
米
国
政
府
の
見
解
を
肯
定
す
る
内
容
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
個
人
的
見
解
と
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
決
し
て
自
ら
共
和
党
大
統
領
候
補
を
欲
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
示
さ
な

い
が
、
共
和
党
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
大
統
領
候
補
就
任
を
決
め
た
場
合
、
本
人
は
公
僕
に
な
る
こ
と
を
要
請
す
る
米
国
民
に
応
じ
る
で
あ
ろ
う

と
考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
共
和
党
大
統
領
候
補
に
選
ば
れ
た
場
合
、
大
統
領
選
に
勝
利
す
る
こ
と
は
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
路
線
の
終
焉
と
よ
り
国
内
改
革
重
視
の
政
策
志
向
に
な
ろ
う
と
考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
降
伏
後
も
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
引
き
続
き
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
軍
事
秘
書
を
つ
と
め
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
か
ら
～
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

六
年
年
初
ま
で
一
時
帰
国
を
し
た
が
、
ハ
ワ
イ
か
ら
東
京
ま
で
の
旅
程
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
パ
タ
ー
ン
号
に
搭
乗
で
き
る
好
待
遇
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
米
国
内
政
治
動
向
の
情
報
収
集
が
関
係
し
て
い
た
。
東
京
に
到
着
後
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
報
告
書
を
作
成
し

た
。
こ
の
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
会
談
し
た
相
手
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
政
治
的
に
支
持
す
る
人
た
ち
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ー
フ
ー
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ヴ
ァ
ー
大
統
領
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
側
近
で
共
和
党
全
国
委
員
会
補
佐
官
・
元
外
交
官
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
共
和
党
有
力
者
キ
ャ
ロ
ル
・

リ
ー
ス
下
院
議
員
、
共
和
党
有
力
者
ケ
ネ
ス
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
上
院
議
員
、
共
和
党
の
有
力
者
ジ
ョ
セ
ブ
・
マ
ー
チ
ィ
ン
下
院
議
員
、
共
和
党
の

下
院
議
員
ジ
ェ
シ
ー
・
サ
ム
ナ
ー
、
共
和
党
の
下
院
議
員
ブ
ラ
ウ
ン
（
オ
ハ
イ
オ
州
）
、
シ
ア
ー
ズ
社
会
長
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
、
シ
カ
ゴ
・
ト

リ
ビ
ユ
ー
ン
紙
社
主
ロ
バ
ー
ト
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
、
終
戦
時
ま
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
広
報
担
当
官
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
大

佐
（
元
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
知
事
）
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
信
奉
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
フ
レ
ー
ジ
ャ
ー
・
ハ
ン
ト
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ン
・
ブ
ラ
ウ

ン
、
な
ど
）
、
労
働
組
合
の
有
力
指
導
者
ジ
ョ
ン
・
L
・
ル
イ
ス
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
首
席
補
佐
官
リ
ー
ヒ
ー
提
督
、

ベ
ン
ト
ン
国
務
次
官
補
と
会
談
し
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
に
滞
在
中
の
フ
ー
ヴ
ァ
⊥
兀

大
統
領
に
会
い
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
が
米
国
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
に
導
か
れ
た
と
す
る
開
戦
前
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

外
交
を
批
判
す
る
書
物
を
執
筆
中
で
あ
る
こ
と
を
報
告
書
で
紹
介
し
て
い
た
。

　
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
共
和
党
も
民
主
党
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
に
出
馬
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
と
報
告

書
で
考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。
共
和
党
の
候
補
者
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
除
く
と
、
タ
フ
ト
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
、
ス
タ
ッ
セ
ン
、
ド
ゥ

イ
i
、
ブ
リ
ッ
カ
ー
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
民
主
党
の
政
権
内
の
勢
力
は
、
紫
雲
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
死
去
後
そ
の
権
力
基
盤
を
維
持
し
て
い
る

人
た
ち
は
ト
ル
ー
マ
ン
が
続
投
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
も
の
の
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
二
期
目
を
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
が
民
主
党
の
大
統
領
候
補
に
な
れ
る
か
は
国
際
情
勢
の
展
開
（
米
ソ
友
妊
ム
ー
ド
の
維
持
の
可
能
性
）
次
第

で
あ
ろ
う
と
考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
商
務
長
官
は
、
南
部
民
主
党
が
彼
を
支
持
し
て
い
な
い
た
め
民
主
党
候
補
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
職
探
し
の
最
中
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
リ
ー
ス
下
院
議
員
が
共
和
党
全
国
委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
知
り
、
四
月
四
日
に
早
速
祝
辞
と

政
策
提
言
を
兼
ね
て
書
簡
を
送
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
現
在
の
共
和
党
に
と
っ
て
引
き
続
き
危
険
な
勢
力
は
、
米
国
北
東
部
を
中
心
と
す
る

共
和
党
穏
健
派
で
あ
り
、
暗
に
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
勢
力
基
盤
を
肯
定
す
る
か
ご
と
く
、
党
の
精
神
は
リ
ン
カ
ー
ン
の
出
身
地
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で
あ
る
中
西
部
か
ら
派
生
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
軍
事
政
策
に
つ
い
て
は
、
軍
事
教
練
（
φ
巳
〈
①
壇
し
。
鉱
護
年
p
曼

習
気
騒
ぎ
σ
q
　
一
年
間
の
軍
事
教
練
を
｝
定
の
年
齢
の
男
性
を
対
象
に
義
務
化
す
る
）
は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
点
で
無
駄
で
あ
り
、
む
し
ろ
米

国
が
推
進
す
べ
き
政
策
は
、
①
収
入
が
比
較
的
よ
い
比
較
的
小
規
模
な
プ
ロ
の
軍
人
に
よ
る
軍
事
組
織
の
形
成
で
あ
り
、
②
米
国
の
軍
事
力
は
、

科
学
と
産
業
と
軍
部
を
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
（
の
ち
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
大
統
領
の
任
期
終
了
時
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
軍
産
複
合
体
）
を
構
築
す
べ

き
で
あ
り
、
③
近
い
将
来
音
速
を
こ
え
る
で
あ
ろ
う
空
軍
力
の
増
強
が
有
用
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
リ
ー
ス
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
対
外
戦
争
退
役
軍
人
協
会
（
く
の
8
目
磐
の
○
｛
閃
。
お
帥
α
Q
⇒
芝
賃
の
”
V
F
W
）
の
広
報
担
当
部
長
に
就
任
す
べ
く
七
月
目
帰

国
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
歓
迎
し
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
共
和
党
全
国
委
員
会
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
を
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
リ
ー
ス

は
V
F
W
に
お
け
る
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
身
分
は
安
定
し
て
お
り
、
こ
の
仕
事
と
リ
ー
ス
の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
接
点
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
予

想
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
リ
ー
ス
は
、
ま
た
、
彼
の
周
辺
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
一
九
四
八
年
共
和
党
大
統
領
候
補
と
し
て
有
望
視
し
て
い

る
人
々
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
五
月
上
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
フ
ェ
ラ
イ
ズ
が
見
せ
た
り
ー
ス
か
ら
の
過
去
二
通
の
書
簡

を
興
味
深
く
読
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
①
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
解
任
さ
れ
な
い
限
り
対
日
占
領
政
策
を
完
成
さ
せ
る
意

向
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
帰
国
す
る
つ
も
り
は
な
い
、
②
対
日
占
領
が
成
功
す
る
に
は
占
領
期
間
が
短
く
す
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
占
領
期

間
は
三
年
か
ら
五
年
で
あ
ろ
う
、
③
彼
は
大
統
領
候
補
に
な
る
関
心
は
な
い
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
語
っ
た
。
③
に
つ
い
て
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
も
し

も
共
和
党
が
大
統
領
候
補
に
就
任
す
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
、
公
僕
と
な
る
要
請
を
元
帥
は
断
り
切
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
と
、
指
摘
し
た
。
こ
の
最
後
の
点
と
①
に
つ
い
て
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
全
米
最
大
の
労
働
組
合
ア

メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
傘
下
の
有
力
な
組
合
全
米
鉱
山
組
合
（
¢
P
引
け
Φ
伍
ζ
一
口
①
ぐ
く
O
H
犀
①
同
ω
）
委
員
長
ジ
ョ
ン
・
L
・
ル
イ
ス
宛
の
書
簡
で
も
同
趣
旨

の
こ
と
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
労
働
総
岡
盟
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
ル
イ
ス
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
熱
狂
的
支
持
者
で
あ

っ
た
。
リ
ー
ス
共
和
党
全
国
委
員
長
は
、
有
力
労
働
組
合
C
I
O
（
0
8
σ
q
鳳
Φ
ω
ω
○
｛
貯
曾
旨
一
連
○
お
雪
一
N
蝕
。
霧
産
業
別
労
働
組
合
会
議
）
が
P
A
C

（
℃
。
密
。
鉱
〉
島
。
昌
○
§
旨
陣
洋
Φ
①
政
治
活
動
委
員
会
）
を
通
じ
て
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
る
以
上
、
共
和
党
自
身
従
来
の
経
済
界
重
視
か
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ら
労
働
組
合
の
票
を
取
得
す
る
こ
と
に
も
目
配
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
こ
う
し
た
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
ル
イ
ス
と
政
治
的
に
連
携
す
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。
帰
国
後
の
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
政
治
的
野
心
に
こ
た
え
る
べ
く
動
き
だ
す
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
運
動
の
組
織
化

共和党右派とダグラス・マッカーサー大統領候補擁立運動（井口）

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
一
九
四
七
年
三
月
に
早
期
講
和
を
唱
え
た
直
後
、
イ
リ
ノ
イ
州
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
有
力
者
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
ウ

ッ
ド
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ユ
ー
ン
社
主
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
大
佐
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
市
の
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ホ
イ
ト
ー
…
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
一
九
四
八
年
共
和
党
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
こ
と
を
検
討
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
ホ
イ
ト
宛
の
書
簡
で
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
候
補
者
名
簿
に
自
身
の
氏
名
が
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
反
対
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
か
と
い
っ
て
自
ら
手
を
上
げ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
い
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
六
月
一
六
日
、
ウ
ッ
ド
は
、
現
在
の
共
和
党
内
の
動
向
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
共
和

党
穏
健
派
に
支
持
さ
れ
て
い
る
ト
ー
マ
ス
・
ド
ゥ
イ
ー
対
タ
フ
ト
上
院
議
員
と
ブ
リ
ッ
カ
ー
オ
ハ
イ
オ
州
知
事
、
そ
し
て
西
部
共
和
党
員
と
い

う
対
立
構
図
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
～
九
四
三
年
五
月
に
米
国
航
空
隊
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
ブ
リ
ス

ベ
ー
ン
入
り
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
談
し
て
帰
国
し
て
か
ら
一
九
四
四
年
の
時
期
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
大
統
領
候
補
に
擁
立
す
る
こ
と
に
熱
心

で
あ
っ
た
こ
と
を
暇
辛
し
た
上
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
戦
時
中
の
前
線
の
司
令
官
と
し
て
こ
の
擁
立
運
動
に
乗
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
正
し
い
判

断
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
一
九
四
八
年
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
年
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
が
、
現
在
の

共
和
党
の
対
立
構
図
、
そ
し
て
ウ
ッ
ド
が
複
数
の
有
力
上
院
議
員
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ろ
そ
ろ
妥
協
の
候
補
者
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
人
物
こ
そ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
あ
る
と
断
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
タ
フ
ト
と
ブ
リ
ッ
カ
ー
は
大
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
音
信
が
途
絶
え
た
。

　
一
方
、
米
国
大
統
領
ハ
リ
ー
・
S
・
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
の
動
き
を
察
知
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
が
書
い
て
い
た
七
月
二
五
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日
付
の
日
記
（
二
〇
〇
三
年
に
該
当
部
分
が
公
開
）
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
共
和
党
大
統
領
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
参
謀
総
長
と
話
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
対
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
翌
年

夏
の
共
和
党
全
国
大
会
直
前
に
凱
旋
帰
国
し
て
、
そ
こ
で
共
和
党
大
統
領
候
補
の
指
名
を
受
け
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
、
そ
の
場
合
、
同
大
会

の
後
に
開
催
さ
れ
る
民
主
党
全
国
大
会
の
前
に
民
主
党
大
統
領
候
補
と
し
て
名
乗
り
出
る
べ
き
で
あ
る
と
奨
励
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、

自
分
は
喜
ん
で
副
大
統
領
候
補
と
し
て
共
に
出
馬
し
よ
う
と
も
述
べ
て
い
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
こ
の
誘
い
に
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
の

ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
支
持
率
の
低
迷
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
統
領
候
補
の
可
能
性
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
動
揺
を
与
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
一
〇
月
中
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ウ
ッ
ド
に
対
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
前
年
五
月
上
旬
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
語
っ
た
こ
と
と
同
趣
旨
の
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
ま
り
、
前
述
の
ウ
ッ
ド
が
三
月
に
ホ
イ
ト
に
指
摘
し
た
こ
と
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ッ
ド
は
、
六
月
一
六
日
付
と
一
〇
月
一
七
日
付
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
の
書
簡
で
、
で
き
れ
ば
一
九
四
八
年
四
月
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

備
選
挙
前
に
米
国
市
民
の
前
に
姿
を
現
す
た
め
一
時
帰
国
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
拒
ん
だ
。
そ
れ
で
も
ウ

ッ
ド
は
、
一
一
月
六
日
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
の
書
簡
で
、
で
き
れ
ば
三
月
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
予
備
選
挙
の
前
後
に
あ
た
る
四
月

あ
る
い
は
五
月
に
一
時
帰
国
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
再
び
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ウ
ッ
ド
は
、
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年

の
と
き
と
同
様
、
擁
立
運
動
の
全
国
的
組
織
化
に
は
慎
重
で
、
共
和
党
大
会
よ
り
ど
ん
な
に
早
く
て
も
三
ヶ
月
前
ま
で
全
国
的
な
組
織
運
動
を

始
め
る
こ
と
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
前
回
と
同
様
、
早
す
ぎ
る
全
国
的
運
動
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
攻
撃
に
火

を
つ
け
る
だ
け
で
あ
り
、
現
在
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
限
定
し
た
展
開
で
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ

も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
妥
協
の
候
補
者
な
の
で
、
全
国
運
動
を
早
く
行
っ
た
場
合
、
妥
協
を
行
う
事
態
に
な
っ
た
さ
い
、
タ
フ
ト
支
持
者
の
支

持
を
集
め
づ
ら
く
す
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
擁
立
運
動
に
つ
い
て
は
ウ
ッ
ド
た
ち
に
ま
か
せ
る
と
返
信
し
た
も
の
の
、

三
月
か
四
月
に
帰
国
す
る
こ
と
は
自
分
が
政
治
的
機
会
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
招
き
、
ま
た
、
自
分
の
良
心
に
も
反
す
る
と
拒
否
し
た

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
見
解
に
対
し
て
、
ウ
ッ
ド
が
一
一
月
二
五
日
シ
カ
ゴ
で
開
催
し
た
会
議
で
、
ウ
ッ
ド
、
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フ
ェ
ラ
ー
ズ
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
、
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ホ
イ
ト
、
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ク
ニ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者
た
ち
は
、
ラ
フ
ォ
レ

ッ
ト
を
除
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
一
時
帰
国
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
共
和
党
大
会
で
候
補
者
選
定
が
難
航
し
た
場

合
の
政
治
的
妥
協
候
補
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
一
名
を
除
き
、
ウ
ッ
ド
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
、
ホ
イ
ト
、
マ
ク
ニ
ー
ダ
ー
た

ち
は
賛
成
で
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
は
一
二
月
上
旬
こ
う
し
た
こ
と
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。
当
面
の
課
題
は
四
月
上
旬
の
ウ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ス
コ
ン
シ
ン
州
予
備
選
で
ど
の
程
度
の
結
果
と
な
る
か
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ッ
ド
が
シ
カ
ゴ
で
会
議
を
行
っ
た
同
時
期
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
の
も
う
～
人
の
要
人
が
極
東
へ
向
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
＝
月
、

全
米
最
大
級
の
新
聞
王
ロ
バ
ー
ト
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
大
佐
は
、
そ
の
本
拠
地
シ
カ
ゴ
か
ら
数
週
間
の
ア
ジ
ア
視
察
旅
行
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
旅

行
に
お
け
る
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
最
大
の
狙
い
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
東
京
で
会
談
し
、
き
た
る
一
九
四
八
年
秋
の
大
統
領
選
挙
に
共
和
党
大
統

領
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
準
備
に
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
前
述
の
ご
と
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
共
和
党
大
統
領
候
補
に
な
る
よ
う

積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
第
一
候
補
は
タ
フ
ト
で
あ
っ
た
が
、
タ
フ
ト
の
カ
リ
ス
マ
性
の
欠
如
を
危
惧
し

た
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
一
九
四
三
年
～
一
九
四
四
年
の
時
と
同
様
注
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
コ
ー

ミ
ッ
ク
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
日
本
に
い
な
が
ら
一
九
四
八
年
四
月
六
日
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
行
わ
れ
る
共
和
党
大
統
領
候
補
選
出
予
備
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

挙
を
念
頭
に
、
同
州
の
有
権
者
に
共
和
党
大
会
で
の
大
統
領
候
補
指
名
の
打
診
に
応
ず
る
シ
グ
ナ
ル
を
送
る
よ
う
助
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
三
節
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
静
観
姿
勢

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
グ
ナ
ル
は
、
前
述
の
ご
と
く
フ
ェ
ラ
ー
ズ
や
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
有
力
者
に
は
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

ウ
ッ
ド
に
以
前
語
っ
た
内
容
を
～
九
四
八
年
三
月
上
旬
公
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
ウ
ッ
ド
や
ウ
ッ
ド
に
そ
の
よ
う
な
公
表

を
求
め
て
い
た
支
持
者
を
満
足
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ウ
ッ
ド
、
そ
し
て
前
述
の
ご
と
く
一
九
四
六
年
五
月
上
旬
に
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
選
挙
に
は
自
ら
名
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乗
り
で
る
こ
と
は
な
い
が
、
自
分
の
氏
名
が
予
備
選
挙
に
候
補
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
黙
認
し
、
も
し
も
共
和
党
大
会
で
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

名
を
受
け
た
場
合
は
大
統
領
候
補
に
な
る
と
い
う
姿
勢
を
三
月
九
日
公
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
月
九
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
間
接
的
に
示
唆
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
発
言
が
報
道
さ
れ
た
。

　
四
月
六
日
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
出
身
地
で
行
わ
れ
た
共
和
党
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
予
備
選
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
惨
敗
し
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が

四
月
下
旬
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
に
書
簡
で
伝
え
て
い
た
よ
う
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
共
和
党
全
国
大
会
開
催
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
一
時
帰

国
し
て
一
般
有
権
者
に
姿
を
見
せ
な
い
限
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
共
和
党
大
統
領
候
補
の
指
名
を
受
け
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た

の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
も
し
も
タ
フ
ト
が
共
和
党
大
会
で
指
名
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
リ
ー
ス
共
和
党
全
国
委
員
長
、
そ
し
て
場
合
に
よ

っ
て
は
タ
フ
ト
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
名
に
動
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
水
面
下
で
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
大
統
領
候
補
に
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
有
力
者
た
ち
に
披
露
で
き
る
私
信
を
送
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
強
い
要
望
が
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
グ
ル
ー
プ
内
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
私
信
に
は
、
も
し
も
大
会
で
大
統
領
候
補
と
な
る
指
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
受
け
た
場
合
そ
れ
を
断
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
そ
の
よ
う
な
私

信
は
送
ら
な
か
っ
た
。

　
ウ
ッ
ド
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
予
備
選
の
惨
敗
の
一
因
は
組
織
化
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
こ
う
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
仮
に
圧
勝
し
て
い
た
と
し
て
も
共
和
党
大
会
で
、
タ
フ
ト
、
ド
ゥ
イ
ー
、
ス
タ
ッ
セ
ン
が
主
導
権
を
握
れ
な
い
状
況
下
で
は

じ
め
て
妥
協
の
候
補
者
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
可
能
性
が
台
頭
す
る
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
ウ
ッ
ド
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
一
時
帰
国
は
不
要
で
事

態
を
静
観
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
助
言
し
た
。
し
か
し
、
翌
週
ウ
ッ
ド
は
周
囲
の
圧
力
に
よ
り
、
五
月
に
一
時
帰
国
す
る
催
促
を
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ウ
ッ
ド
は
、
そ
の
場
合
、
他
州
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
候
補
者
と
し
て
登
録
し
て
い
な
い
の
で
大
統
領
候
補
に
な
る
野
心
が
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

批
判
を
受
け
る
心
配
は
な
い
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
再
び
　
時
帰
国
の
要
請
を
拒
ん
だ
。

　
～
九
四
八
年
五
月
に
入
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
は
、
元
帥
が
帰
国
し
な
い
状
況
下
で
す
っ
か
り
下
火
と
な
っ
た
。
擁
立
運
動
の
中
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心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
掛
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヴ
ァ
ン
・
ザ
ン
ト
下
院
議
員
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
共
和
党
代
表
団
（
℃
Φ
導
ω
鴇
苺
巳
餌

寄
事
匪
。
き
∪
①
一
Φ
α
Q
跳
8
）
た
ち
が
推
薦
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
連
邦
下
院
議
員
ジ
ョ
セ
ブ
・
マ
ー
チ
イ
ン
を
後
押
し
す
る
流
れ
に
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

全
に
乗
っ
か
っ
て
い
っ
た
。
六
月
下
旬
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
共
和
党
全
国
大
会
で
、
党
は
ド
ゥ
イ
ー
を
共
和
党
大
統
領
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
選
出
し
た
。
タ
フ
ト
は
、
一
九
四
〇
年
の
共
和
党
大
会
と
同
様
、
二
位
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
は
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
こ
の
～
件
が
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

了
し
た
こ
と
自
体
夫
婦
そ
ろ
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
心
境
を
綴
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
予
備
選
で
、
同
州
共
和
党
主
流
派
が
支
持
し
た
ハ
ロ
ル
ド
・
ス
タ
ッ
セ
ン
元
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
に

大
差
を
つ
け
ら
れ
て
二
位
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
彼
が
一
時
帰
国
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
要
因
以
上
に
次
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
ま

ず
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
共
和
党
主
流
派
が
、
ホ
イ
ト
や
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
と
反
目
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
兄
を
～
九

四
六
年
の
同
州
共
和
党
連
邦
上
院
議
員
候
補
者
予
備
選
挙
で
破
っ
て
上
院
議
員
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ジ
ョ
セ
ブ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
半
面
予

備
選
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
不
支
持
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
他
の
同
州
共
和
党
主
流
派
と
同
様
ス
タ
ッ
セ
ン
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
内
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
の
弱
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
最
後
に
、
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
論
は
、
戦
時
中
も
戦
後
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
強
い
敬
意
を
抱
い
て
い
た
も
の
の
、
大
統
領
候
補
と
し
て
は
彼
を
有
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

視
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
四
節
　
革
新
主
義
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
頂
点
と
す
る
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
が
、
日
本
の
民
主
化
と
軍
国
主
義
の
除
去
を
目
指
す
べ
く
広
範
囲
の
社
会
、
経
済
、

政
治
、
法
制
に
関
す
る
改
革
を
推
進
で
き
た
の
は
、
彼
と
彼
の
ス
タ
ッ
フ
が
革
新
主
義
と
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
時
代
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
元
帥
の
世
代
と
米
国
内
政
治
の
支
持
者
た
ち
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
展
開
さ
れ
た
革
新
主

義
の
時
代
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
国
内
の
社
会
改
革
運
動
は
、
政
治
（
例
え
ば
腐
敗
の
摘
発
と
民
主
主
義
の
促
進
と
強
化
）
・
社
会
（
例
え
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ば
貧
富
の
差
の
是
正
、
女
性
や
子
供
の
権
利
向
上
）
・
経
済
（
例
え
ば
大
企
業
の
市
場
経
済
へ
の
影
響
力
拡
大
を
消
費
者
社
会
に
合
致
し
た
状
況
に
す
る
、
労

働
組
合
を
容
認
し
て
い
く
）
の
改
革
を
、
都
市
部
の
新
興
の
中
流
階
層
の
男
女
が
中
心
に
な
っ
て
富
裕
層
や
労
働
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
元
帥
の
有
力
な
支
持
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
元
帥
の
祖
父
が
州
知
事
を
非
常
に
短
期
間
で

あ
る
が
っ
と
め
た
出
身
地
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
元
知
事
で
あ
っ
た
。
ブ
イ
リ
ッ
プ
の
父
親
ロ
バ
ー
ト
は
、
革
新
主
義
時
代
の
代
表
的
存
在
で
、

州
の
独
占
企
業
的
存
在
で
あ
っ
た
鉄
道
会
社
を
規
制
し
て
い
っ
た
連
邦
議
会
上
院
議
員
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
父
親
の
政
治
思
想
的
継

承
者
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
米
最
大
級
の
発
行
部
数
を
誇
る
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
の
社
主
で
超
保
守
主
者
ロ
バ
ー
ト
・
マ
コ
ー
ミ
ッ

ク
も
革
新
主
義
運
動
の
支
持
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
～
枚
岩
で
な
く
、
連
邦
政
府
の
社
会
や
経
済
問
題
へ
の
介
入
の
度
合
い
に
つ
い
て
、

ま
た
、
問
題
解
決
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
は
中
央
政
府
の
機
能
拡
大
と
問
題
介
入
に
は
抑
制

的
で
あ
り
、
む
し
ろ
地
方
自
治
体
と
民
間
の
役
割
を
重
視
し
、
ま
た
、
労
働
組
合
運
動
に
つ
い
て
は
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
台
頭
を
封
じ

込
め
る
と
い
う
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
推
進
し
た
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
・
デ

ィ
ー
ル
政
策
は
、
大
恐
慌
と
い
う
国
家
非
常
事
態
に
対
処
す
べ
く
中
央
政
府
の
機
能
拡
大
と
社
会
と
経
済
問
題
へ
の
積
極
的
介
入
を
推
進
し
、

米
国
の
元
来
保
守
的
な
政
治
風
土
で
あ
る
が
故
拡
大
し
に
く
い
社
会
主
義
・
共
産
主
義
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
大

企
業
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
時
代
、
特
に
革
新
主
義
の
時
代
は
大
企
業
容
認
論
と
大
企
業
解
体
論
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
っ

た
が
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
の
よ
う
な
革
新
主
義
者
や
ニ
ュ
ー
・
デ
イ
ー
ル
の
独
占
禁
止
政
策
の
終
着
点
は
、
ル
イ
ス
・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
最

高
裁
判
事
が
主
張
し
た
よ
う
な
、
大
企
業
の
中
小
企
業
へ
の
解
体
で
は
な
く
、
独
占
禁
止
法
を
適
宜
適
用
し
た
り
企
業
活
動
を
監
視
す
る
こ
と

で
、
経
済
に
お
け
る
競
争
原
理
が
作
用
す
る
こ
と
が
維
持
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
企
業
の
存
在
を
容
認
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。
元
帥
の
総
司

令
部
の
将
校
に
は
革
新
主
義
の
時
代
と
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
時
代
の
影
響
を
受
け
た
人
た
ち
が
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
じ
人
物
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
に
こ
の
二
つ
の
時
代
の
影
響
が
並
存
し
て
い
た
場
合
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
革
新
主
義
の
考
え
を
体
現
し
て
い
た
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
介
し
て
、
占
領
軍
の
総
司
令
官
の
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⑬

退
任
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
行
う
こ
と
を
勧
め
て
い
た
。
一
九
四
六
年
五
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
要
請
で
世
界
食
糧
調
査
権
の
団

長
を
つ
と
め
て
い
た
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
東
京
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
談
を
重
ね
た
。
そ
の
さ
い
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
元
帥
を
大
統
領
候
補
に
擁

立
す
る
動
き
が
国
内
に
存
在
し
、
自
分
は
元
帥
が
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選
で
勝
利
で
き
る
と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
そ
の
よ

う
な
動
き
に
は
関
心
が
な
い
と
答
え
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
そ
れ
以
上
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
時
帰
国
を
し
た
上
で
、
聖
書
に
登
場
す
る
バ
プ
チ
ス
ト
の
ジ
ョ
ン
の
よ
う
な
、
堕
落
し
た
米
国
内
政
治
の
改
革
を
呼
び
掛

け
る
役
割
を
務
め
る
こ
と
を
働
き
か
け
、
米
国
で
米
国
政
府
や
外
交
問
題
な
ど
に
つ
い
て
三
回
ほ
ど
講
演
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
年
～
○
月
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
米
国
中

間
選
挙
後
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
一
時
帰
国
を
依
頼
し
、
そ
の
さ
い
、
五
月
の
東
京
会
談
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
に
基
づ
く
講
演
を
、

米
国
内
三
ヶ
所
で
行
う
こ
と
を
要
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
帥
は
、
対
日
占
領
政
策
の
公
務
に
忙
殺
さ
れ
て
お
り
、
対
日
講
和
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

現
ま
で
は
一
時
帰
国
は
無
理
で
あ
る
と
返
答
し
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
タ
フ
ト
を
大
統
領
候
補
者
に
擁
立
す
る
支
持
者
で
あ
っ
た

が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
共
和
党
の
立
て
直
し
に
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
八
年
に
か
け
て
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
が
財
閥
解
体
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
米
国
政
府
の
関
係
者
と
同
様
、
こ
れ
以
上
の
解
体
は
不
必
要
で

あ
り
、
む
し
ろ
日
本
経
済
の
回
復
を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
米
国
政
府
内
で
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
一
九
四
六
年
の
初
頭
、
戦
略
爆
撃
調
査
団
に
随
員
し
て
来
日
し
た
、
元
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
支
持
者
ポ
ー

ル
・
ニ
ッ
ツ
ェ
を
ク
レ
ー
マ
ー
初
代
経
済
科
学
局
長
の
後
任
に
抜
擢
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ニ
ッ
ツ
ェ
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド

レ
ー
パ
ー
陸
軍
次
官
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
海
軍
長
官
・
国
防
長
官
と
同
様
デ
ィ
ロ
ン
・
リ
ー
ド
証
券
会
社
の
幹
部
出
身
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ル
が
日
米
開
戦
前
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
要
請
で
政
権
入
り
を
は
た
し
た
さ
い
、
ニ
ッ
ツ
ェ
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
の
依

頼
で
、
デ
ィ
ロ
ン
社
時
代
と
同
様
に
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
の
側
近
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
や
、
占
領
が
は
じ
ま
っ
た
当
初
財
閥
解
体
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
が
熱
心
で
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
九
四
七
年
か
ら
　
九
四
八
年
に
か
け
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
財
閥
解
体
に
こ
だ
わ
っ
た
理
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由
は
、
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
！
が
指
摘
す
る
、
占
領
政
策
を
巡
る
米
国
政
府
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
主
導
権
争
い
の
ほ
か
、
独
占
資
本
と
戦
う
改
革
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
イ
メ
ー
ジ
を
米
国
内
政
治
に
訴
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
に
敵
対
的
な
も
の
の
、
革
新

主
義
時
代
の
社
会
や
経
済
の
改
革
に
つ
い
て
は
支
持
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
彼
の
米
国
内
の
支
持
者
た
ち
を
、
米
国
稲
麻
に
対
す
る
盾
と
し
て
利

用
し
な
が
ら
、
占
領
政
策
の
主
導
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
ソ
関
係
の
悪
化
に
伴
い
、
米
国
政
府
は
、
日

本
の
経
済
的
立
ち
直
り
を
最
優
先
す
べ
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
に
お
け
る
裁
量
権
を
大
幅
に
縮
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
擁
立
運
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ウ
ッ
ド
で
す
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
財
閥
解
体
政
策
は
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
、
批
判
的
で
あ
り
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
有
能
な
経
済
顧
問
が
必
要
で
あ
る
と
懸
念
し
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
考
え
は
、
過
度
な
資
本
と
富
の
集
中
を

排
除
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
経
済
社
会
の
安
定
と
民
主
化
、
そ
し
て
、
日
本
の
経
済
発
展
に
必
要
で
あ
る
と
ウ
ッ
ド
に
反
論
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
た
。
こ
う
し
た
措
置
こ
そ
、
日
本
国
内
の
共
産
主
義
と
社
会
王
義
の
封
じ
込
め
に
一
番
貢
献
す
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

①
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㊧
　
対
日
占
領
経
済
巴
里
と
財
閥
解
体
に
深
く
関
わ
っ
た
E
S
S
局
長
は
、
初
代
の

　
ク
レ
ー
マ
ー
が
一
九
四
五
年
年
末
に
帰
国
す
る
と
、
そ
の
後
任
人
事
で
ウ
ィ
リ
ア

　
ム
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
少
将
が
抜
擢
さ
れ
た
が
、
彼
は
、
一
九
四
穴
年
春
に
か
け
て
、

　
戦
略
爆
撃
調
査
団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
ツ
ェ
に
経
済
科
学

　
（
E
S
S
）
局
長
就
任
の
要
請
を
熱
心
に
行
い
、
ニ
ッ
ツ
ェ
も
彼
自
身
が
提
示
す

　
権
限
に
関
す
る
条
件
が
G
H
Q
と
米
国
政
府
に
受
け
入
ら
れ
れ
ば
就
任
す
る
考
え

　
で
あ
っ
た
が
、
結
局
陸
軍
省
が
こ
の
人
事
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
済

　
問
題
に
う
と
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
局
長
に
就
任
し
た
の
で
あ

　
つ
た
。
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
連
邦
議
会
図
函
館
所
蔵
ポ
ー
ル
・
ニ
ッ
ツ
ェ
文
書

　
の
戦
略
爆
撃
調
査
団
日
本
関
係
文
轡
（
第
一
六
五
箱
フ
ォ
ル
ダ
…
六
番
）
を
参
照
。

　
ニ
ッ
ツ
ェ
の
回
想
録
で
は
、
彼
は
滞
日
中
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
親
交
を
深
め
、
マ

　
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ニ
ッ
ツ
ェ
を
経
済
科
学
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
が
、

　
ニ
ッ
ツ
ェ
が
米
国
政
府
と
の
連
携
を
重
視
し
た
た
め
、
要
請
を
撤
回
し
た
と
述
べ

　
て
い
る
が
、
ニ
ッ
ツ
ェ
文
書
は
こ
の
記
述
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
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fira

　
以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
共
和
党
右
派
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
、
戦
時
中
と
終
戦
後
、
タ
フ
ト
上
院
議
貴
を
有

力
視
し
な
が
ら
、
共
和
党
大
統
領
候
補
の
妥
協
候
補
と
し
て
後
押
し
し
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
時
申
の
場
合
、
タ
フ
ト
が
上
院
議
員
再
選
を
選
択

し
た
た
め
、
共
和
党
右
派
は
あ
え
て
遠
い
太
平
洋
の
戦
地
に
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
、
共
和
党
内
の
大
統
領
候
補
者
選
び
が
紛
糾
し
た
場
合
の

妥
協
の
候
補
者
と
し
て
、
水
面
下
で
擁
立
す
る
動
き
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
共
和
党
右
派
は
、
一
般
有
権
者
に
広
く
存
在
し
て
い
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
な
が
ら
、
共
和
党
内
少
数
派
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
共
和
党
右
派
の
影
響
力
を
確
保
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
治
運
動
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
太
平
洋
戦
争
作
戦
推
進
に
利
用
さ
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
こ
の
運
動
は
、

米
国
内
政
治
へ
の
影
響
力
の
確
保
と
、
米
国
内
政
治
情
勢
の
情
報
確
保
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
戦
時
中
の
場
合
、
こ
う
し
た

こ
と
に
こ
の
運
動
の
意
義
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
場
合
、
こ
の
政
治
運
動
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
に
利
用
さ
れ
る
側
面
が
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
対
日
早
期
講
和
が
達
成
さ
れ
た
場
合
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
帰
国
後
の
人
生
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
前
述
の
一
九
四
六

年
五
月
に
フ
ェ
ラ
ー
ズ
が
リ
ー
ス
に
手
紙
で
伝
え
て
い
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
対
日
占
領
は
短
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
て
い
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
早
期
講
和
論
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
シ
ャ
ラ
ー
や
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ま

た
上
記
で
紹
介
し
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
リ
ー
ス
や
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ウ
ッ
ド
の
や
り
と
り
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
統
領
選
を
射

程
に
入
れ
て
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
同
じ
資
料
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
こ
の
終
戦
後
の
政
治
運
動
を
当
初
か
ら
静
観
視

し
て
お
り
、
決
し
て
能
動
的
に
働
き
か
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
点
、
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
シ
ャ
ラ
ー
は
、
マ
ッ
カ
ー
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サ
ー
が
｝
九
四
八
年
の
選
挙
で
大
統
領
に
な
る
意
欲
を
誇
張
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
本
論
文
は
、
シ
ャ
ラ
ー
が
論
じ
た
よ
う
な
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
八
年
に
か
け
て
財
閥
解
体
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
早
期
対
日
講
和
論

を
ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
の
直
後
に
あ
た
る
一
九
四
七
年
三
月
一
七
日
に
行
っ
た
こ
と
は
、
一
九
四
八
年
大
統
領
戦
出
馬
を
第
一
次
的
に
考
え
て
い

た
と
い
う
見
方
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
見
方
、
つ
ま
り
、
早
期
講
和
論
を
論
じ
た
時
点
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
一
九
四
八
年
の
大
統
領
選

出
馬
を
決
め
て
い
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
に
近
い
。
（
シ
ョ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
シ
ャ
ラ
ー
の
見
解
に
近
い
）
筆
者
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
違
い
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
大
統
領
選
挙
出
馬
へ
の
姿
勢
は
、
あ
く
ま
で
も
一
九
四
八
年
共
和
党
大
会
で
共
和
党
右
派
と
共
和
党
穏
健
派
双
方
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
妥
協
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
場
合
の
み
に
応
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
元
帥
が
そ
の
よ
う
な
見
解
を
～
九

四
六
年
五
月
に
フ
ェ
ラ
ー
ズ
と
フ
ェ
ラ
ー
ズ
経
由
で
リ
ー
ス
共
和
党
全
国
委
員
長
に
示
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、

前
者
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
考
察
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
後
者
に
つ
い
て
は
こ
の
事
実
を
発
見
し
て
い
な
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
前
述
の
ご
と

く
一
九
四
六
年
五
月
フ
ェ
ラ
ー
ズ
に
語
っ
た
よ
う
に
、
占
領
は
三
年
か
ら
五
年
で
終
え
る
つ
も
り
で
あ
り
、
日
本
経
済
の
立
て
直
し
を
除
き
、

日
本
で
進
め
た
主
要
な
改
革
が
済
ん
だ
こ
と
か
ら
、
米
国
政
府
に
対
日
占
領
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
を
促
し
た
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
米
国
政
府
内
で
早
期
講
和
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
早
期
講
和
を
唱
え
る
前
に
非
公
式
に
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
あ
る
い
は
、
彼
の
裁
量
権
に
対
す
る
彼
自
身
の
認
識
の
た
め
か
、
本
国
政
府
と
事
前
の
相
談
を
す
る
こ
と
な
く
早
期
対
日
講
和
を
呼
び

掛
け
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
共
和
党
大
統
領
候
補
決
定
に
つ
な
が
る
か
ら
早
期
対
日
講
和
を
主
張
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

占
領
が
長
引
く
ほ
ど
占
領
者
と
被
占
領
者
の
問
で
軋
礫
が
増
え
て
い
く
歴
史
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

領
統
治
を
行
っ
た
父
親
の
経
験
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
く
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
自
分
が
妥
協
候
補
と
し
て
ウ
ッ
ド
や
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
大
佐
た
ち
に
担
ぎ
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
戦
時
中
も
戦
後
も
よ

く
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、
軍
人
と
し
て
の
職
務
も
よ
く
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
大
統
領
擁
立
運
動
に
受
動
的
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
政
治
運
動
は
、
母
体
が
反
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
関
係
者
と
シ
ン
パ
を
中
核

131 （927）



と
し
て
い
た
特
徴
が
あ
っ
た
も
の
の
、
政
策
綱
領
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
擁
立
運
動
は
、
革
新
主
義
の
政
治
思
想
の
流

れ
を
組
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。
共
和
党
右
派
は
、
反
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
路
線
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
た
が
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
が
共
和
党
大
統
領
候
補
と
な
る
に
は
共
和
党
穏
健
可
憐
の
妥
協
以
外
の
方
策
が
な
か
っ
た
た
め
、
政
策
綱
領
を
そ
も
そ
も
持
て
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大
統
領
選
挙
戦
で
は
政
治
運
動
が
幅
広
い
支
持
を
得
ら
れ
る
社
会
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
場
合
、
大
統
領
指
名
争
い
と
、
指
名
を
獲
得

し
た
場
合
、
大
統
領
選
挙
が
有
利
に
展
開
す
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
、
現
在
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
大
統
領
選
挙
で
勝
利
を
得
る
に
あ
た
り
、
彼
ら
を
押
す
幅
広
い
支
持
を
得
た
社
会
運
動
が
存
在
し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
場

合
、
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
タ
フ
ト
と
同
様
、
政
治
運
動
が
幅
広
い
支
持
を
得
た
政
治
運
動
で
は
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
幅
広
い
支
持
を
得

た
社
会
運
動
に
進
展
し
な
か
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
委
員
会
の
関
係
者
の
多
く
が
、
冷
戦
期
ま
で
の
米
国
内
の
外
交
論
争
で
政
治
や
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
活
躍
し
、
米

国
外
交
の
主
流
派
の
見
解
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
米
国
外
交
の
流
れ
に
一
定
の
影
響
と
制
約
を
与
え
た
。
日
本
の
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
に
よ
る
米

国
の
参
戦
で
、
米
国
内
の
外
交
論
争
に
お
け
る
深
刻
な
対
立
は
、
表
面
上
は
氷
解
し
、
終
戦
後
は
、
米
ソ
対
立
に
基
因
す
る
反
共
産
主
義
が
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
な
流
れ
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
的
な
流
れ
の
緊
張
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
四
九
年
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
を

具
体
的
に
立
ち
上
げ
る
上
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
一
九
四
九
年
に
推
進
し
た
同
機
構
加
盟
国
へ
の
軍
事
援
助
を
巡
る
国
内
政
治
論
争
は
、
民

・
王
党
政
権
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
反
共
産
主
義
の
観
点
か
ら
民
主
党
に
協
力
し
て
い
た
ア
ー
サ
ー
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
よ
う
な
共
和
党

右
派
か
ら
の
転
向
者
を
は
じ
め
と
す
る
共
和
党
穏
健
派
に
対
す
る
共
和
党
右
派
の
批
判
の
台
頭
を
招
い
た
。
一
方
、
一
九
四
九
年
夏
に
中
国
の

内
戦
で
、
国
民
党
軍
が
共
産
党
軍
に
敗
北
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
米
国
政
権
が
、
対
中
政
策
の
失
敗
を
国
民
党
政
権

の
無
能
ぶ
り
に
結
び
付
け
る
白
書
を
発
表
す
る
と
、
共
和
党
は
、
国
民
党
政
権
を
見
放
す
べ
き
で
は
な
い
と
政
権
批
判
で
団
結
し
た
。
フ
ー
ヴ

ァ
ー
や
タ
フ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
共
和
党
右
派
の
米
国
外
交
批
判
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
特
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
九
五
〇
年
＝
月
に
北
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共和党右派とダグラス・マッカーサー大統領候補擁立運動（井口）

朝
鮮
軍
を
鴨
緑
江
ま
で
追
い
詰
め
た
結
果
、
中
国
共
産
党
軍
の
介
入
を
招
い
た
後
に
、
頂
点
に
達
し
た
。
ま
た
、
共
和
党
右
派
の
国
内
政
治
と

外
交
論
争
に
お
け
る
勢
力
の
挽
回
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
以
降
ジ
ョ
セ
ブ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
共
和
党
上
院
議
員
が
国

内
の
赤
狩
り
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
現
象
と
相
乗
効
果
を
生
ん
だ
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
一
九
五
一
年
四
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
解
任
し

た
時
、
全
米
各
地
で
準
備
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
帰
国
祝
賀
パ
レ
ー
ド
に
間
に
合
う
よ
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
依
頼
し
た
の
は
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー

の
要
請
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
電
話
連
絡
し
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
に
連
絡
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

検
討
し
て
い
た
船
に
よ
る
の
ん
び
り
と
し
た
帰
圏
で
は
な
く
、
飛
行
機
で
米
国
本
土
に
戻
る
こ
と
に
変
更
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
米
国
本
土
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
、
一
四
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
を
帯
同
し
て
ケ
ソ
ン
大
統
領
と
と
も

に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
よ
り
｝
時
帰
国
を
行
い
、
そ
の
間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
結
婚
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
全
米
各
地
で
史
上

空
前
の
凱
旋
帰
国
パ
レ
ー
ト
を
果
た
し
た
。
特
に
、
連
邦
議
会
で
歴
史
に
残
す
名
演
説
を
行
っ
た
直
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
・
王
催
の
パ
レ
ー
ド

は
、
推
定
七
五
〇
万
人
と
い
う
記
録
的
な
観
衆
が
彼
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
っ
た
。
解
任
直
後
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
世
論
調
査
で
は
、
三
分
の
二

が
解
任
に
反
対
し
、
四
分
の
一
の
み
が
大
統
領
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
米
国
政
府
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
終
身
の
元
帥
の
処
遇
を
与
え
た
。

　
共
和
党
右
派
は
、
一
九
五
二
年
の
共
和
党
の
大
統
領
候
補
と
し
て
タ
フ
ト
上
院
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
失
敗
す
る
こ
と
で
挫
折
し
た
。
こ

れ
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
帰
国
後
リ
ー
ス
共
和
党
全
国
委
員
長
の
特
別
補
佐
を
つ
と
め
、
ま
た
、
タ
フ
ト
上
院
議
員
の
安
全
保
障
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
つ
と
め
て
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
こ
れ
ら
の
役
割
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
タ
フ
ト
に
対
す
る
勝
利
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
こ
と
で
、
幕

を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
の
一
九
三
〇
年
代
以
来
の
因
縁
め
い
た
関
係
に
ひ
と
つ
の
決
着
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
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付
記
　
本
論
中
の
資
料
は
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
研
究
員
と
し
て
の
在
外
研
究
期
間
（
平
成

　
　
七
年
夏
か
ら
翌
年
夏
）
に
収
集
さ
れ
、
論
文
の
構
想
、
執
筆
、
追
加
の
資
料
収
集

は
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
研
究
代
表
を
つ
と
め
て
い
る
科
研
基
盤
研
究
C
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
る
。
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The　Right－Wing　Republicans　and　the　MacArthur－for－Presidency

by

IGucm　Haruo

　　This　article　examines　the　political　movement　arnong　the　right－wing　Repubticans

to　seel〈　for　Douglas　MacArthur’s　nomination　as　the　Republican　Presidential　candi－

date血1944　and　1948．These　right－w血g　Repubhcans　became　a　minority　wit｝曲

thei70wn　party　du血g　the　Great　Depression　and　needed　a　signi且cant　figure　to　ra二一

ly　around　as　a　leader　of　their　cause．　Senator　Robert　Taft　was　their　general　prefer－

ence　but　after　losing　his　bid　to　secure　nomination　in　the　1940　Republican　conven－

tion，　Taft　chose　to　seek　reelection　in　the　1944　Senatorjal　race．　Therefore，　the

vight－wing　Repubticans，　many　of　them　forrner　America　First　supporters　oy　sym－

pathizers，　focused　their　attention　on　a　war　hero　in　the　Pachic，　Douglas　MacAr－

thur．　Dur：ing　the　Republjcan　Presidential　nomination　race　of　1943－1944　and　1947－

1948，　the　right－wing　Repubticans　and　MacArthur　used　each　other　to　advance　their

causes；　the　former　needed　the　latter　to　boost　their　political　weight　within　the

internationalist－dominated　Republican　party　and　the　latter　needed　the　former　for

maintaining　a　political　clout　in　the　pursuit　of　American　war　in　the　Pachic　and　after－

wards　the　occupation　of　Japan．　Using　previously　untapped　p】血nary　sources血£he

Bonner　Feilers　Papers　deposited　at　the　MacArthur　Memorial　Library　and　the

Hoover　lnsti£ute　Archives，　this　article　shows　the　importance　of　the　personal　ties

between　MacArthur　and　Fellers　in　their　relations　to　Dwight　Eisenhower　and　the

movement　among　the　right－wing　Republicans　to　push　for　MacArthur’s　Republican

presidential　nomination．　Feilers　acted　as　the　major　1ink　between　MacArthur　and

those　right－wing　Repubticans　on　the　home　front　who　supported　MacArthur．　This

article　shows　that　the　movement　within　the　Republican　party　to　possibly　pursue

the　MacArthur　option　in　1948　began　shortly　after　the　German　surrender．　ln　ex－

amining　the　postwar　MacArthur－for－President　movement，　this　article　shows　that

MacArthur　was　from　the　start　not　actively　see｝ring　the　nomination　and　was　willing

to　accept　Republican　presidential　nornination　only　if　the　Republican　convention

turned　to　1imi　as　their　candidate．　MacArthur　revealed　that　stance　short｝y　after　the

occupation　of　Japan，　much　earlier　than　the　previous　works　have　indicated．　Fellers’s

contacts　with　Carroll　Reece，　who　in　1946　becarne　the　Repubtican　National　Com－

mittee　chairman，　are　crucial　in　understanding　this　point．　Furthermore，　the　long
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fiiendship　between　these　two　men　and　Reece’s　enthusiasm　for　MacArthur　are　also

very　important　in　unders£andmg　and　examining　the　MacArthur－for－President

movement．　This　article　also　reviews　the　letters　between　MacArthur　and　Robert

Wood，　the　｝eading　figure　in　the　MacArthur－for－President　movement．　Previous

works　have　tended　to　overlook　the　fact　that　Wood　emphasized　the　fact　that

MacArthur　was　their　choice　in　case　of　a　deadlock　among　Republicans　and　that

Wood　and　the　right－wing　Republicans　tended　to　prefer　Taft　as　tfieir　first　choice．

While　MacArthur　probably　desired　privately　to　be　the　U．S．　President，　he　was

very　reaijstic　about　priorities　as　a　professioRal　soldier　in　America’s　iirontier　in　tlte

Pac温。．
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